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千里国際学園基本方針

　千里国際学園では、自分の行
動に責任を持ち、よい人間関係
を維持していく能力が、生徒各
自に備わっていると信じます。
この考えにもとづいて、次のよ
うな行動の目安がつくられてい
ます。

＜５つのリスペクト＞

自分を大切にする
他の人を大切にする
学習を大切にする
環境を大切にする

リーダーシップを大切にする

大迫弘和
SIS校長

　春爛漫。美しき日本の春。
　SIS、13度目の春。

◇
　春休み中に安全対策のための工事が
行われました。生徒たちが学ぶ校舎は
堅牢な守りを固めました。「生徒たち
を守る」。2001年６月８日、教育に携
わる者に突きつけられた重大な課題で
す。
　それは風化させるようなことがあっ
てはならない事件でした。
　「あのときパパやママがいないの
に、次第に薄れていく意識の中で、綾
乃ちゃんは歯をくいしばり色んな光景
を小さな心の中で追っていたことで
しょう。楽しかったこと、頑張ったこ
と、もっともっとしたかったことが白
い画になって、それも次第に小さくな
り、ぽつんと消えたことでしょう。」
（『かくれんぼ』森脇徹さん著より）
　私たちは「生徒たちを守る」という
課題に、強い意志をもって今後もたち
むかっていきます。「生徒たちを守
る」、それは教育に携わる者にとって
最重要の責務です。
　犯罪から、災害から、生徒を守る。
そのためにいついかなるときも生徒か
ら目を離してはいけない。管理という
ことでは決してなく、彼らを守るため
に。

◇
　2001年は６月の池田小の惨劇後の対
応に終われる中、"September 11th"が
ありました。
　それから続く国際テロの危機感の
中、タイ国を行き先として決定してい
た2003年３月の11年生（現12年生）学
年旅行は行き先の検討を余儀なくされ
ました。生徒・保護者・学年の先生
方、みなが苦しみながらも必死に真摯
な意見交換を積み重ね、行き先を国内
に変更するという結論に至りました。

◇
　この春休み中、イラク戦争で退避帰
国された方のため緊急の編入考査を行

いました。帰国生徒の受け入れ校とし
ての社会的使命として。
　本校ではご子息が戦場にいかれてい
る米人教員もいらっしゃる。
　国際学校として、戦争は、私たちの
すぐそばにあります。

◇
　重症急性呼吸器症候群（SARS）につ
いても国際学校としての対応を迫られ
ました。すでに保護者の皆様にはレ
ターでお知らせしておりますが、予定
されていた北京・マニラ・ソウルでの
APACの試合はすべて中止となりまし
た。また、危険地域からの帰国者・来
校者には、校内の立ち入りについて出
校停止を含めての措置を取っていま
す。
　APACの試合を楽しみにしていた生徒
たちの心を思うと本当にかわいそうで
す。タイ国への学年旅行の準備をすす
めそれを楽しみにしていた生徒たちも
同様の思いだったはずです。自分たち
になんの非があるわけでないのに、楽
しみに、目標にしていたものを奪われ
てしまうといった「現実」をなんとか
受け入れる力を、少し時間が必要かも
しれませんが、つけてもらえればと
思っています。もちろん、このような
時、生徒たちをみなで支えてあげるこ
と、が大切なことはいうまでもありま
せん。

◇
　学園として、とりわけ国際学校とし
て今後も様々な「判断」が迫られるこ
とを覚悟しなければならない、そのよ
うな時代であると認識します。
　"September 11th"の後、「安全か自
由か」といった議論がありました。安
全のためには自由はある程度制限され
なければならない、特にアメリカでは
「安全」を取る人々が大半を占めてい
ました。
　しかし、そのような二者択一ではな
く、このようなときこそ「自由」とは
何かを考える機会であるととらえ、

「安全でかつ自由な学校作り」を目指
し、知恵を結集していければと願うの
です。
　天が崩れ落ちないかと心配した杞の
国の人のように、心配のあまり、国際
学校としての機能を失わないよう十分
に注意しつつ、ことは生徒たちの安全
にかかわることです、多くの人の意見
に耳を傾け、最善の判断を下して参り
ます。

国際学校として　＝安全と自由＝
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高等部卒業生81名巣立つ

第10期生(Class of 2003)卒業式

　高等部第10回卒業式が、3月8日(土)
に本学園の体育館にて挙行されまし
た。
　スライド上映のあとの卒業生の入
場。そして、今年の卒業式の中心は卒
業証書授与の時の一人一人の生徒によ
る30秒スピーチでした。涙を誘うス
ピーチあり、笑いを誘うスピーチあ
り。中には30秒で収まりきらなかった
スピーチもあったようですが、全員の
生の声での、卒業していくにあたって
の偽りないことばはどれもとても印象
的でした。そして忘れてはならないの
は、全員が卒業証書授与のために通っ
てくるスロープの事です。卒業生有志
たちの手で、卒業式の数週間前から２
階の理科教室前で、材木の切断から始
まって一から作られた学年
のスロープ。卒業式当日の
最も輝いていた存在であっ
たと思います。
　個性あふれるスピーチと
手作りのスロープ。いかに
もClass of 2003らしい卒業
式でした。81名の卒業生の
皆さんおめでとう。これか
らも自分らしさを大切にし
た人生を歩んでください。

（井藤）
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2003年度大学等合格状況

進路情報室

2002年度卒業生徒数81名、過年度生４名　（合格者数は延べ人数）　2003年4月10日現在判明分

学校名 学校名

〈国公立大学〉 現役 卒業 現役 卒業

大阪大学 1 聖和大学 1

大阪外国語大学 3 園田学園女子大学 1

岡山大学 1 多摩美術大学 1

京都市立芸術大学 1 同志社大学 2 2

京都工業繊維大学 1 東京造形大学 1

神戸市外国語大学 2 1 奈良芸術短期大学 1

筑波大学 2 南山大学 1

長崎大学 1 兵庫大学 1

北海道大学 1 仏教大学 1

プール学院大学 1

〈私立大学・短期大学〉 現役 卒業 武庫川女子大学 1

青山学院大学 1 1 武蔵野美術大学 1

大谷大学 1 明治学院大学 1

大阪音楽大学 1 立命館大学 8 2

大阪樟蔭女子大学 1 立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学 1

大阪体育大学 1 流通大学 1

大阪薬科大学 1 早稲田大学 1 1

大阪電気通信大学 1 1

関西大学   7 1 ［専門学校］ 現役 卒業

関西学院大学 9 2 ＥＣＣｱｰﾃｨｽﾄ専門学校 1

関西外国語大学 3

京都外国語大学 3 [海外の大学] 現役 卒業

京都女子大学 1 Ｔｅｍｐｌｅ Univ. （日本・米） 4

近畿大学 1 Ｕｎｉｖ.ｏｆ Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ（米） 1

慶應義塾大学 3 2 Ｓｙｒａｃｕｓｅ Ｕｎｉｖ．（米） 1

甲南大学 1 1 Ｓｎｏｗ Ｃｏｌｌａｇｅ（カナダ） 1

神戸芸術工科大学 1 Ｓａｉｎｔ Ｍａｒｙ’ｓ Ｕｎｉｖ．（カナダ） 1

神戸女学院大学 2 Memorial Uiv. Of Newfoundland(ｶﾅﾀﾞ） 1

国際基督教大学 1 The Univ. of New South Wales（豪） 1

上智大学 13 上海外国語大学（中国） 1

四天王寺国際仏教大学 2

芝浦工業大学 1 ［就職その他］  なし

合格者数 合格者数
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　春の到来が遅かった今年は、４月４
日(金)の入学式も雨に見舞われた寒い
一日となってしまいました。しかし、
52名の中等部入学生(７年生)と69名の
高等部入学生(10年生)（うち、内部進
学者52名）が、森路佳先生の指揮によ
るミドルスクールバンドの皆さんの厳
かで力強い演奏のなか希望にあふれる
笑顔で入場する姿が、さわやかで暖か
な春の風を運んでくれました。
　毎年恒例の生徒宣誓が、今年は７ヶ
国語で行われました。海原颯さん(７
年、中国語)、阿部真夕さん（７年、日
本語）、リッチフィールドソフィアさ
ん（７年、英語）、神澤麻友さん（９
年、ドイツ語）、
松尾佳宏君（10年、
タイ語）、金碩柱
君（1 0 年、朝鮮
語）、藤本琢也君
（12年、スペイン
語）の7人が、堂々
とそれぞれの言語
で世界人権宣言に
基づいた生徒宣誓
を行いました。

（井藤）

７ヶ国語で生徒宣誓
第13回入学式

意欲あふれる中等部卒業式

　３月11日（火）に中等部の卒業式がシアター
で行われました。ゼッケンをつけた馬場先生が
ゴールテープを切る場面からスタートした卒業
式。卒業証書を授与されたあと壇上での｢ハイ、
ポーズ｣。３年間の中学生活のゴールをむかえ、
高等部へすすむ意欲あふれる表情が見られまし
た。
　　森藤祥子さんと獅子倉玲奈さんによる卒業
生代表のスピーチ(それぞれ日本語と英語)は、
ここまで成長したことに対する周りの人への感
謝の気持ちがあふれるものでした。
　なお、卒業生のうち、山本拓宣君がタイへ、
細井沙織さんが東京へ転出しました。二人の新
しい地での活躍を応援しています。

（井藤）
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田中芙生子
高等部３年、旅行委員長

　去る春休みの３月14～18日まで、北
海道に修学旅行に行ってきました。ま
ず初めに私が言いたいのは、本当にた
くさんの感謝の気持ちです。ありがと
うございました。私だけじゃなくみん
なそれぞれに苦労はあったと思うけ
ど、何より私みたいな人間が旅行委員
長なのをやってたことが間違ってたと
思うのに最後までみんなに助けてもら
いっぱなしで、けど旅行を成功するこ
とが出来て良かったと思います。
北海道に決まるまでは、後に説明があ
りますが国内旅行という規定から学年
で行きたいとこ・やりたいことを投票
して１位になったからです。その段階
の投票には週１回の船でしか行けない
小笠原諸島という案もありました。北
海道と言ってもとても広いので、有名
箇所と雪具合から１０ヶ所程挙げて
LongHomeRoomを使ってプレゼンをし
て、それから投票をしてもらいまし
た。その結果、札幌・函館・小樽・帯
広・網走が上位に来たので、その５ヶ
所に決まりました。しかし北海道内は
広いので移動が大変だし全部の場所を
行くことは予算的に無理なので、初め
に２ヶ所に分かれて行き、その後に合
流する、というのに決まりました。初
めに網走に行くコースは“大阪⇒網走
→札幌→函館⇒大阪”、同じく帯広に
行くコースは“大阪⇒帯広→札幌→函
館⇒大阪”でした。２都市目の札幌で
全員が合流、その後一緒に行動、とい
うものでした。
　網走のコースから簡単に説明をする
と、１日目にわかさぎ釣りorアイス作
りを体験したあと博物館網走監獄（明
治45年に建築された網走監獄の建築造
物を昭和60年に移築し一般に公開。約
５万坪の広大な敷地に20棟あまりの移
築復元造物が立ち並び、約100年の監獄
の様子を展示している博物館）へ行
き、その日は旅館へ。２日目は朝から
流氷クルーズへ行きました。今年はと

てもついていて、何十
年に１度の大量の流氷
が流れ着いていたの
で、クルーズが行く
コースが流氷に阻まれ
て短くなってしまった
くらいでした。しかし、がりがりと流
氷の上をクルーズが進み、すぐそこに
流氷が見えるという感じでとてもきれ
いでした。本当の流氷という海の色は
青く、だいぶ遠くのきれいな流氷は青
色をしていました。そのクルーズが終
わった後は本物の“網走刑務所”へ行
き、記念撮影。それから札幌に向けて
約６時間かけて列車で札幌まで移動し
ました。
　帯広のコースの人は１日目に牧場に
て乗馬orビート工場資料館見学をした
あと帯広百年記念館を見学し旅館へ。
２日目は朝早くにホテルを出発し、熱
気球を体験。朝早いけど思った程寒く
はなかったし、かなり高い所まで行け
て感動しました。その後ホテルに戻っ
て朝ご飯を食べてから広瀬牧場へ。搾
乳・アイス作り・講話を時間内に各自
で見学。ここの牧場の人は牧場のプロ
でたくさんの知識を持っていました。
そのから約２時間半かけて札幌へ列車
で移動しました。
　３日目からは全員で一緒に行動。朝
旅館を出発して小樽市内へ。そこでオ
ルゴール作り・ガラス細工・美術館見
学に分かれて午前行動終了。その後は
小樽に残る組と札幌市へ行く組に分か
れてグループ自由行動。夕方までの時
間をそれぞれグループに分かれて行動
してもらいました。集合した後はホテ
ルへ。３日目はそれぞれだったのです
が、結構時間があったのでそれぞれで
楽しい時間をすごしたと思います。
　４日目はアイヌ博物館見学。入り口
におっきな像があり、アイヌの踊りで
歓迎してくれました。アイヌの刺繍・
ムックリ（で糸を歯で弾くアイヌの楽

器）作り・舞踊・木彫りを半分くらい
の人が体験し、アイヌのお昼ご飯をい
ただきました。鮭の丸ごと塩焼きやお
いしいおもちもありました。その後函
館へ移動。たくさんの人がいたので並
びましたが函館山へロープウェイに
乗って登りとっても綺麗な夜景を見ま
した。その後最後の宿泊旅館へ。ロー
プウェイに並んだので時間があんまり
なかったのですが宴会も多分盛り上
がったと思います。
　最後の５日目、函館の朝市を見学し
ながら約２時間のグループ自由行動。
その後熱帯植物園を見学し五稜郭へ行
き、帰阪しました。
　１日１日を細かく書きましたが、た
くさんの体験をしたり予算いっぱい
いっぱいの楽しい旅行ができました。
その分、みんな疲れちゃったと思うけ
ど、学年でいける最後の旅行だったと
思うし、これから忙しくなるからみん
なとこういうたくさんの行動を一緒に
したことは良かったと思います。北海
道はとても広いので、基本的に移動は
バスです。上で列車と書いていないと
ころは全部バスで、予算の関係もあ
り、全部一括して同じバスさんにお願
いしていました。おうびん交通のガイ
ドさんと運転手さんも安全に案内して
頂いてありがとうございました。
　長くなってしまいましたがこの旅行
に至るまでには本当にたくさんのこと
が学年、旅行委員の中でありました。
発足したのは高１の９月でした。中学
の修学旅行の時もお世話してくれた福
島先生が旅行担当になってくれて、ま
だ旅行まで日があったのでじっくりと
決めていました。しかし高２になっ

とことん taste youth through 北海道
高等部学年旅行　　　
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て、担任にたくさんの移動があり福島
先生は私たちの学年から離れてしまい
ました。なのでそこでまず担当の先生
が高橋先生に変わりました。また、じ
わじわと旅行委員会に来る委員が減っ
てしまってきたりして、旅行委員内で
もめたこともありました。また間近に
なってからその頃近辺で起こったテロ
への警戒があるからと、タイに決まっ

ていた旅行が急遽「国内
へ変更」になってしまい
ました。さすがにこの時
は私を含め旅行委員はと
ても落ち込みました。そ
れから立ち直るまでもな
く、旅行までの日が迫
り、３ケ月程で北海道旅
行を決めていかないとい
けなかったりで、結構大
変でした。けど、これだ

けたくさんの困難があったけど旅行に
行けたのは、阪急交通社の宍井さんを
はじめ、すごくみんなが協力してくれ
たのがあったからだと思います。本当
に本当にありがとうございました。私
はみんなが旅行に参加してくれること
だけでとても救われるしタイから北海
道になってからのみんなのすごい大き
かった協力がなかったらこんなにいい

松田真依
高等部１年、旅行副委員長

　中学時代最後で最大の行事とも言える学年旅行。最
初、「学年旅行の必要性」と言うテーマから始まりまし
た。各クラスから「是非やりたい」と言って集まった16
名で旅行委員会を発足。16名の意見は「必要」だと言う
ことになりました。先生から「では、何故必要なの
か？」と私達に問いかけられ、みんなは「中学校の思い
出作り」や「みんなの絆を深めるため」等、沢山の意見
を出し合いそれをまとめ各クラスに報告しました。
　10月後半頃から放課後、定期的に話し合い、行き先や
プラン、予算などを考えていきました。最初はアンケー
トをとったり、プレゼンテーションを沢山行ったりして
なるべくみんなの希望を取り入れようと努力したのです
が、なかなか意見がまとまらず、旅行委員の中でも意見
が分かれるような事態になってしまいました。このまま
ではいつまでたっても結論が出ないと判断した私達は、
どうすれば意見がまとまるかミーティングを行った結
果、「いくつかのプランを旅行委員会で作成し、その
後、みんなに希望調査を行い、最終的に細かい部分は旅
行委員会が決定しよう。」ということになりました。
　ほぼプランが完成した今年１月、保護者対象の説明会
を行いました。この時、提出したプランは委員会なりに

納得していた
のですが、保護者の方々から容赦ない指摘を受け、私達
だけでは分からなかった問題や、あやふやな点を知るこ
とができとても良い勉強になりました。保護者の方々か
らの意見をとりいれ、最終的にプランを完成させ、そこ
から予約をしたり、グループを決めたりしている間に、
３月になっていて、気がつけば本番という感じでした。
　今回旅行委員という大きな仕事をして、私達が得たも
のはとても大きいものであると思います。初めは、旅行
委員になったみんなが、「旅行委員なんかやらんかった
らよかった」とか言っていたのですが、全てが終わり、
最後に集まった時には、旅行委員全体から、「旅行委員
をやって本当に良かった！」という言葉を聞くことがで
き、なんだか今までのストレスとか疲れとかが吹っ飛ん
だ様な気がしました。私自身、旅行委員会をやっていて
本当に良かったと思いますし、ものすごく勉強になりま
した。普通に公立の学校ではこんな事経験出来なかった
と思いますし、千里国際学園だからこそ経験できた事だ
と思います。この経験を生かしてこれからも色々な事に
挑戦していきたいと思います。

旅行委員をして良かった
中等部学年旅行・広島県宮島

の出来なかったと思います。私が旅行
委員長じゃなかったら絶対にもっと違
う旅行になってたと思うけど、それで
もいつも助けてくれて、成功に終われ
て、帰りの空港に着いて解散になった
時、旅行委員の子はじめ、みんなに感
謝でいっぱいで泣きそうになってまし
た。みんなが楽しかったねって言うの
を聞いただけで救われたし本当に嬉し
かった。これからは高３で忙しくなっ
てくるけど、こんだけたくさんの日を
みんなと北海道で過ごしてアイスを
作ったり、気球に乗ったり、オルゴー
ルを作ったり、夜景を見たり、本当に
楽しかったしまた卒業してだいぶ経っ
てみんながこの旅行を思い出した時、
いい思い出だったねって言えるものに
なったことを願ってます。ほんっと
に、ありがとうございました。



8

I N T E R C U L T U R E 　 　 M A Y  2 0 0 3  N o . 8 7

佐野里佳子
高等部２年

　私は、この春休みFuture World Lead-
ers Summitに参加しました。去年の暮れ
頃このsummitの存在を知り、参加した
い！とすぐに思いました。サミットで
は、高度な英語力と社会的な知識が必
要とされていたので、私には、難しい
かな…、と思いました　でも、私は、
参加したいという自分の気持ちに任せ
て参加を挑戦してみました。選考試験
の結果まですがるが思いでしたが、行
けるという知らせが来た時は嬉しくて
信じられませんでした。
　出発した日は、イラク戦争が開戦し
た日で飛行機の中でその開戦が決まっ
たというニュースを聞きました。すご
く不安だったけど、こんな今だからこ
そ私は、行くべきだと思って不安を、
なんとか吹き飛ばしました。ワシント
ンD.C.のダレス国際空港にやっと着い
たと思ったら、信じられない事が起こ
りました。入国審査の後、私以外の日
本人の人達は、スムーズに出口へ行け
たけど、私だけは、違う列へと誘導さ
れました。なぜだろう…、と思ってそ
の私を誘導した人が見た私のパスポー
トを見てみました。するとインドネシ
アに住んでいたと言う表示のページを
見た様でした。その列には、大きな荷
物をもっているイスラム系の人やアジ
ア系の人達が並んでいます。そして私
は、自分がインドネシアというイスラ
ム圏の国の帰国子女だからこの列に誘
導されたと言う事に気付きました。そ
の列に並んでいる間は、"discrimina-
tion"と言う言葉が私の頭の中で回って
いました。そして、悔しくて涙がこぼ
れ落ちてしまいました。その列の先に
ある長い荷物検査とボディチェックを
終えた後、やっと出口に出る事ができ
ました。その時は、すごく悔しくて辛
かったけど、でもこれが事実なんだ
…、と思ってこの経験を強みにして行
こうと思いました。この最初のハード
ルが、私のサミット生活のベースと
なったのかも知れません。

 Summitが始まって一日目、初めての
delegation meeting。InstructorのMike
がみんなにメンバーそれぞれSummitで
話し合うTopicを与えていきました。
Topicは、10個あって、Terrorism, In-
ternational Aid, Human Rights, Peace-
keeping, Environment, Health Con-
cern, Technology, Arms Control, Refu-
gees and Trade.私のTopicは、Inter-
national Aidでした。日本は、Inter-
national Aidを沢山、発展途上国にして
いる国の一つです。代表としてしっか
りと知識を持ち意見を言っていかなけ
れば…、と責任感を感じました。私
は、いつか難民キャンプなどを回って
国際援助に参加したりその地の現状を
ジャーナリストとしてレポートしたり
したいと思っているので、このTopic
は、私にすごく向いていたと思いま
す。そのTopic発表の後、Mikeは、del-
egationをまとめるhead of stateが必
要で誰かなりたい人は、いませんか？
とみんなに呼びかけました。ゆっくり
悩む暇もなく、でもなんだかやらない
と後悔をしそうな気がして勢いで手を
上げてしまいました。私を含めて手を
上げたのは、３人。一人は、19歳の大
学生ともう一人は、交換留学中の同じ
年の女の子でした。Japanをdelegation
に選んだ外国人の人達と他の日本代表
メンバーが私達３人の顔をじーっとみ
ます。アピールスピーチは、緊張して
へんてこりんな事を言ってしまったけ
ど、でもやりたいと言う気持ちを精一
杯伝えたつもりです。そして、delega-
tionのみんながhead of stateを選ぶ
voteをします。信じられない事に私が
選ばれました。この時は、本当に嬉し
かったけど、大変なのはこの後でし
た。
　Head of stateだけがsummit中,Japan
としての質問や意見を述べる権利があ
ります。だから、delegation meeting
をまとめる事、そしてみんなの質問や
意見を理解する事が私の役目でした。

Delegation meet-
ingでもみんな本
気で話し合うので
meetingをまとめていくのは、すごく大
変でした。みんなの質問や意見を400人
近くの前で代表して聞く事は、毎回緊
張と責任感の連続で胃が痛くなってし
まう仕事でした。そんな中,英語が通じ
ない時、疲れ果てて英語が出てこなく
なった時は、恥ずかしくて悔しくて泣
いてしまった事もあったけど、まわり
の人たちが支えてくれてありのままの
自分を素直にさらけ出す事ができて、
必死にその時を乗り越えられました。
　Working group of International Aid
では、Communique作りの為必死に話し
合います。Summitのruleは、そのtopic
をdiplomacy, economy, militaryの３
つのポイントと共に考える事。そこ
で、Economical sanctionや　Techni-
cal Aidの重要視する必要性などを中心
に私は、自分の意見を作り上げていき
ました。本気の話し合いですごい早い
英語の話し合いの中でその自分の意見
を言うのは、なかなか難しい事だった
けど、世界の代表達の自分の意見への
replyを聞くのが快感になっていきまし
た。Communique作りの際に必要なの
は、話し合いだけでは、ありません。
各界の代表のセミナーを聞き社会問題
へ対する意見などを知る事や各国の意
見を求めるために多くの大使館をまわ
る事もCommunique作りには、欠かせま
せん。毎回そのセミナーの話し手は、
パウエル国務長官などの今ニュースで
毎日見るような顔ぶれでした。自分の
質問や意見をその様な人たちに直接ぶ
つけて、自分に対して答えている姿み
て、これは、全て夢なんじゃないかと
疑ってしまう反面自分の日本代表とし
ての責任感をみしみしと感じました。
こうして日々、話し合いと経験を重
ね、私達のCommuniqueは、出来上がり
ました。晩御飯も食べずにcommunique

（次ページ★に続く）

ワールドリーダーズサミットに参加して　　　　



9

I N T E R C U L T U R E 　 　 M A Y  2 0 0 3  N o . 8 7

安藤ゆかり
高等部３年

　私は春休み中に、サイエンスキャン
プに参加して横須賀の海洋科学技術セ
ンターで二泊三日してきました。サイ
エンスキャンプにはいろいろな種類が
あって、その中でも私は海が好きだか
ら海洋を選びました。三日間そこの敷
地内から出ることはなく、私にとって
はとても現実離れしたところだったと
思います。高校生が対象で全国各地か
ら集まっていて、北は岩手県、南は沖
縄県からで参加人数は26名でした。夕
食の後は、来ていたみんなと方言で話
したりして盛り上がりました。
　このキャンプでは講義もあり、今ま
で全然知らなかった範囲の知識が毎日
得られたので少しかしこくなった気が
します。たとえば、実は海底からマグ
マが出ていてそれが水温によって冷え
固まって逆ツララのようになったもの

「チムニ－」　サイエンスキャンプに参加して

を「チムニ－」といい、さらに
それに含まれている化学物質を
栄養にして生きているエビの一
種がそこの近くにだけ大量に生
息していたりします。
　貴重な体験もいろいろしまし
た。私がもっとも楽しみにして
いた「４気圧体験」は想像以上
にいろいろな変化が起こりました。潜
水シュミレーターという潜水艦のよう
な形をした所に入り、その中を20分く
らいかけて４気圧にしました。急に気
圧を変えると鼓膜や肺が破れたりする
からです。４気圧とは、深海30メート
ルの位置で、そこに達するまでに何回
も耳が痛くなったし、とても暑くなり
ました。ウチワで扇ぐといつもよりも
だいぶ空気が重く感じたり、窒素の分
圧が高くなり窒素酔いというのにか

かってしまい、頭がふらふらしたりし
ました。元の気圧に戻すときはすごく
室温が下がり寒かったです。その他
に、大きい深いプールでスキューバー
ダイビングも体験しました。
　この三日間はとても有意義だったと
おもいます。夏にもサイエンスキャン
プがあります。いろいろな分野のキャ
ンプが用意されているので興味ある人
はぜひ参加しましょう。

（前ページ★の続き）

作りに没頭していたから、最後のほ
う、疲れ果てた私は、英語がスムーズ
に出なくなってきたりして、すごく悔
しかった。でも短期間しかないのだか
らSummit中は、１分１秒が貴重に感じ
てそして、体力を絞りきってでも絶対
とことんがんばろうと思っていまし
た。私達のcommuniqueの内容を簡単に
紹介すると…、まず、IAO( Interna-
tional Aid Organization)と言う組織
を国連の一部として作り、そして、そ
のorganizationで今international aid
を中心となってしているNGOや他のOr-
ganizationの欠点などを分析してその
欠点から学んだ事を教訓に、様々な新
しいinternational aidの形を広げてい
くと言うものです。私達のcommunique
が少しでも今のinternational aidの改
善に役立つ事を私は、心から願ってい
ます。
　そしてSummitの最終日、ending cer-
emonyと言うのがありました。その時、

私は、head of Japanとしてスピーチを
する事になりました。スピーチのtopic
は、heroでした。私は、" My own hero
is myself"と言うのをmain ideaにス
ピーチをしました。自意識過剰みたい
だけど、私がheroは自分自身と言った
のは、私は、自分の経験や過去に支え
られて生きているなあ・・と感じたか
らです。私の過去は、結構激しくて乗
り越えるのが大変だったり、苦しいと
感じる事が多かったと思います。で
も、その過去を経験したからこそ今の
自分があるのだと思うから、そして努
力すると形になると言う事を経験した
ことによって知っているから、今私
は、前進できると思います。だから、
私は、これをSummit中にすごく実感し
ました。だから自分のheroだと言いま
した。500人以上の観客の前でのスピー
チは、生まれてはじめての事で体が震
えました。でも、終わった後、みんな
が立って拍手してくれた時は、今まで

辛かったけれども乗り越えてきてよ
かったなあ…、と実感できる一瞬でし
た。Summitを終えた今、私は、すごい
達成感とこれからは、もっとがんばっ
ていこうと言う前向きな気持ちでいっ
ぱいです。なかなかうまく言葉でこの
気持ちを表せないけれど、とにかく、
本当にSummitに参加してよかったで
す。Summitでこの様な経験をできたの
もSummit前に応援してくれた人、Sum-
mit中、私を支えてくれた人がいてくれ
たからこそだと思います。だから、そ
の人達に、まず「ありがとう！」を言
いたいです。そして最後に、「素直に
前向きにがんばっていこう！」と自分
自身に言いたい、because I am the hero
of myself and I want to be a hero of
myself forever!
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難波和彦
英語科

　前回に引き続き学会での発表の内容
を説明することで、子供のバイリンガ
ル言語習得についての、ひとつの観察
を紹介します。昨年12月最後の週に、
AILA(国際応用言語学学会)の第13回世
界大会がシンガポールであり、そこで
発表をしてきました。この学会は３年
に一度行われるもので，１週間にわた
り約1000の発表があるという大規模な
ものです。今まで、本や学術雑誌で読
んで名前を知っていた私から見れば、
雲の上のような有名な言語学者たち
を、じかに見てその話を聞くことがで
きたのは、貴重な体験でしたが、さら
におどろいたのは、そういった人たち
が、実に気さくに話をしてくれるとい
うことでした。「言語学」という共通
の興味があり、英語を使うことができ
れば、世界は開けるんだなということ
をあらためて感じました。
　さて、私の発表は、「環境が変化す
る中でのバイリンガルの子供の文法の
発達」についてでした。私の研究で
は、子供がPhase I (0-4歳まで家庭で言
葉を使っている時期)、Phase II (4歳－
4歳5ヶ月まで、幼稚園に行き始めた時
期)、Phase III(4歳6ヶ月～5歳4ヶ月、
イギリスに移り小学校に行き始めた時
期)と環境が変化をしていく中で、彼の
文法がどのように発達していったかの
を、英語と日本語の両方で見ました。
英語と日本語がお互いに影響をしあっ
ている面についてもみたのですが、今
回の発表では、二つの言語の文法の発
達を別々に見た後、比較をしてみまし
た。環境の変化に伴う文法の発達を見
るということなので、対人関係におい
て重要な役割を果たす"疑問文"、"付加
疑問文（相手に同意を求めたりすると
きに使う）"などが、どのように使われ
ているかについて、調べました。私の
データでは、表のように、疑問文、付
加疑問文ともに、日本語のほうが、英

語より早く使い始め、しかもきちんと
した形で使えています。
Phase Iのころの、英語の疑問文を見て
みると、"What this one is a?"という
ように、まだ語順をうまくならべられ
ません。Phase IIIになって、やっと
"Where do you start from?"というよ
うに、英語の疑問文としての形を使え
るようになります。一方日本語を見る
と、Phase Iの時点で、"エリス（弟の名
前）、何もってんの？"という疑問文を
使っています。同意を求める"付加疑問
文"を見てみると、英語では、"That one
is two, isn't it?"という形がPhase III
になって初めて出現します。日本語の
ほうでは、Phase IIの時点で、"テリー
タビーがタビートースト食べなくても
いいでしょ？"というように、"同意を
求める表現"を使っています。
　このことについて、二つの見方がで
きます。ひとつは、環境の変化によっ
て、社会的な必要性ができ、その形を
使うようになったということです。
Phase IIに日本の幼稚園に行き始めた時
に、自分の意見を主張する必要が生ま
れ、"同意を求める表現"＝"～でしょ"
を使い始め、Phase IIIで、イギリスの
小学校に行き始めた時に、英語の同意
を求める表現である"付加が疑問文"＝
"isn't it?"を使い始めたということで
す。
　もうひとつの見方は、英語と日本語
の文法システムの違いです。日本語
で、対人関係において、重要な役割を
する文法要素は、"か"や、"でしょ"な
どの終助詞で、この終助詞を文末につ
けるだけで、たとえば疑問文や付加疑
問文をつくることができます。（例―
これは僕のおもちゃ--> + 疑問の終助詞
"か"="これは僕のおもちゃか"-->＋同
意を求める終助詞"でしょ"＝"これは僕
のおもちゃでしょ"）。一方英語では、
対人関係において重要な役割を果たす

文法は、主語と動詞のあたりで、かな
り複雑なしくみがあります。（例－
"Ellis likes Teletubbies." --> 疑問
文をつくるのであればDoesを文頭につ
け、likesのsをとる＝"Does Ellis like
Teletubbies?" -->さらに付加疑問文を
つくるのであれば、主語Ellisを代名詞
化して、heにして、もとの文が肯定文
であれば、否定文の疑問文を作る=
"Ellis likes Teletubies, doesn't he?
"となる）疑問文と付加疑問文に関して
いうと、英語のほうがそういった機能
を果たす文法の形が複雑なために、日
本語より出現が遅れたということで
す。この二つの見方は、相反するもの
ではなく、おそらく両方の要素が、子
供のバイリンガル言語習得に影響して
いることもあり得ます。
　さらに、社会的な必要性があって、
子供の文法システムがまだ発達してい
ない時には、どういうことが起こるの
かという疑問が生まれます。私のデー
タで、子供がPhase Iつまり、まだ英語
の疑問文をきちんと使えていない時期
に、 "What's this called?" "Have you
finished doing e-mail?"といったかな
り難しい疑問文を発しています。これ
は、親の言った文をまるごとチャンク
（かたまり）のまま、まねをして使っ
ているのだと考えられます。塊のまま
覚えているので、それがそのままほか
の疑問文も言えるということには、つ
ながってきません。
　というような内容の発表をしまし
た。このとき見にきてくれた人の中
に、私がそもそもこの文法的な分析を
しようとしたときに、まず引用をした
本を書いたベルギーのバイリンガリズ
ムの研究者が来ていて、その人自身か
ら、いろいろな質問や、励ましの言葉
をいただいたのが、一番の収穫でし
た。この発表のもとになった、文法と
発音の発達の研究について、今年度の
研究紀要で発表をする予定ですので、
興味のあるかたは、ご覧ください。

バイリンガリズム通信　(5)

Phase I Phase II Phase III
英語 疑問文　未完成 疑問文　未完成 疑問文使える　付加疑文使い始める
日本語 疑問文　使える 付加疑問文　使い始める
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山本喜子
第10期卒業生、立命館大学２回生

　お久しぶりです。去年卒業した山本
喜子です。ちゃんと覚えてくれてます
か？？！！もし覚えてくれてなかった
ら、農業キャンプが大好きだった山本
です。
　今日ですね（２月９日 日曜日）日本
経済新聞の朝刊に、アジア学院の記事
がありました。見ましたか？今年で開
校30周年と書いてあったのでびっくり
しました。その中の二年行ったので、
とても嬉しく感じています。アジア学
院の楽しい思い出を思い出しながらそ
の記事を読んでました。
　大学生になって、もっとアジア学院
でいろんな事を留学生に聞けば良かっ
たと後悔しています。私は立命館の国
際関係学部に行ってるんですけど、２
回生から協力開発のコースを受けるん
ですよ。まさに、アジア学院で学んだ
協力開発ですよ。本当にアジア学院に
行って今の自分があるって感じです
よ。ちょっとオーバーに言ってるかも
しれませんが、あそこでの貴重な時間
は私にとっては、ものすごい大きなも
のです。それをようやく今ごろ気づく
なんて！もっと前からアジア学院のす
ばらしさを知ってたら、もっともっと
開発について留学生を通して学ぶ事が
できたと思います。何も考えずに過ご
していましたが、少しは開発の難しさ
や、その国にアジア学院で学んだ技術
を持って帰って実行する難しさなどは
留学生と話した事によって学びまし
た。技術を提供する日本の指導員の方
も大変である事は十分わかっていま
す。その国の文化や宗教が関わり合う
事で様々な問題があると思うんです
よ。でも、それらの壁を超えてお互い
の共通する目標が一致することによっ
てアジア学院が成り立っている事が本
当にわかりましたね。それはキャンプ
の体験と今大学でその国の状態を学ん
だ事によって色んな見方ができていま
す。このように前とは違った考えで、
アジア学院を訪問する事によって更に
違った見方が出来ると思います。だか

ら、またアジア学院に行きたいです
ね！そういうプログラムが同志社であ
るそうなんですよ。友達がそういう話
をしていて、私がアジア学院行った事
があると言ったら驚いてました。何か
と言って２回も行ったので学んだとは
思います！
　大学行ってＳＩＳのすごさがわかり
ました。普通にアジア学院に行くプロ
グラムがキャンプの選択肢の中にあっ
たり、田中先生みたいに海外青年隊に
行った話しを聞けるなど、開発につい
てとても詳しい先生方が多い事に今に
なって気づきました。ＳＩＳにいる時
は、普通すぎて気づく事ができません
でしたが、一旦外に出てみるとＳＩＳ
のすばらしさに気づかされます。

＜卒業生からの手紙＞アジア学院の思い出

　すみません、長々書いてしまって
…。真砂先生にこの感謝の気持ちを伝
えてたて！！！あの農業キャンプは絶
対になくさないでくださいね！もし参
加者が誰もいなかったら、私が学校に
行って宣伝するので！すばらしさを語
るので、いつでも呼んでください！
（笑）今年行く人がどのような気持ち
であのキャンプに行くのかが楽しみで
す！色んなことを学んで帰ってきてほ
しいですね！何も考えなくても、絶対
何かは感じるはずなので！
　また学校に遊びに行くので、先生に
会いに行きま～す！！では、失礼しま
す。さようなら。

春学期帰国生紹介

学年 姓 名 Last First 在留国

07 浅井 純 Asai June シンガポール

07 寺田 絵里花 Terada Erika アメリカ

07 考藤 希 Kanto Nozomi アメリカ

07 森 英里子 Mori Eriko アメリカ

07 中野 亜希 Nakano Aki オーストラリア

07 上田 悠平 Ueda Yuhei アメリカ

07 ブラドリー 藍紗 Bradley Aisha アメリカ

07 ブラドリー 摩也 Bradley Maya アメリカ

07 荒井 遥 Arai Haruka アメリカ

08 大澤 萌香 Ohzawa Moica アメリカ

09 神澤 麻友 Kanzawa Mayu オーストリア

09 梁井 結 Yanai Yui イラン

10 大村 ｼﾞｪﾆﾌｧｰ 沙也子 Omura Jennifer Sayako イギリス

10 塩水流 幹洋 Shiozuru Mikihiro ボリビア

10 荒久田 敏紘 Arakuta Toshihiro アメリカ

10 田村 安佐子 Tamura Asako オランダ

10 林 喜恵 Hayashi Yoshie 台湾

10 柘植 一乃 Tsuge Ichino アメリカ

11 高橋 智彦 Takahashi Tomohiko アメリカ

11 佐藤 究 Sato Kiwamu マレーシア

11 井上 朋 Inoue Tomo アメリカ

12 片岡 奈央 Kataoka Nao フィリピン

12 渡邉 健 Watanabe Ken アメリカ

12 金光 未帆 Kanemitsu Miho スイス

12 藤本 琢也 Fujimoto Takuya ボリビア

12 尾崎 真奈美 Ozaki Manami イギリス
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●中等部１年生
新年度、新学年に向けて

松島　勇
１組担任、国語科

　今年も期待に胸を膨らませて、中学
一年生が入ってきました。少し緊張し
つつも、入学できた喜びを現して、教
室に座っている姿を見るのは、とても
楽しい瞬間です。しかし、それと同時
に考えることがあります。それは、こ
の学校が一人一人の期待、夢に応える
事が出来るだろうかということです。
環境として、確かに千里国際学園、Ｓ
ＩＳは恵まれた場所だと思います。Ｏ
ＩＳというインターナショナルスクー
ルが併設され、ＳＩＳ自体も帰国生徒
を始め様々な文化を身につけた生徒が
集まっている場所です。多様な価値
観、考え方を学ぶには、絶好の環境で
あることでしょう。ではここに通って
いるだけで、目標が実現できるかとい
うと、そうでもないでしょう。環境は
あくまでも環境であって、それを役立
てるかそうでないかは、一人一人の主
体性にかかっているからです。主体的
に活動していく人は、得るものが大き
いだろうし、自分の立てた目標に近づ
くことも出来るだろうと思います。け
れども、そうでない人は期待したよう
な結果も得られないままに、学年だけ
が上がっていくことになるのではない
かと思います。むしろ、環境に甘んじ
たままで努力を怠っていると、周りか
ら取り残されてしまうことになるかも
しれません。これは、新入生に限ら
ず、この学園の生徒全員にも当てはま
ることではないかと思います。
　どうか、新入生の皆さんには、この
ＳＩＳという環境を最大限に活かし
て、のびのびと積極的に活動してほし
いと思います。学校の主役は生徒なの
であり、皆さんはもうこの学園の一員
であるのですから。そして、在校生の
皆さんにも、中学一年生のよき手本と
なるよう、充実した学園生活を是非
送ってもらいたいと思っています。そ
うして、一人一人が充実していけば、
千里国際学園はされに素晴らしい環境
になるだろうと思います。

●中等部２年生
宝物を見つけて

田中憲三
１組担任、数学科

　この４月に大澤萌香さんを迎え、55
名の学年集団としてスタートしまし
た。そしてこの学年を田中（１組）、
山本（２組）、相良（３組）が担当い
たしますので、本年度も昨年同様、よ
ろしくお願いいたします。
　さて、４月２日、春休み中にもかか
わらず、たくさんの人が、新しく入学
してくる中学１年生の学校案内の為に
集まってくれました。ありがとう。25
分程度という短い時間でしたが、学校
中を案内して歩くみなさんの姿を見て
大変ほほえましく思いました。これか
らもよき先輩として、やさしく接して
あげて欲しいと思います。
　思い返せば１年前、みなさんも希望
と期待に胸を膨らませて本学園に入学
してきました。本学園での最初の１年
は、はじめてということで、まだいろ
いろな活動に積極的に参加できなかっ
た人もいるでしょう。本学園では、自
らが行動を起こさないと何も始まりま
せん。「いっしょにしてくれる友達が
いればやるのだけど…。」と思いなが
ら、なかなか最初の一歩を踏み出せな
かった人、今年こそは、自分のやりた
いことにチャレンジして欲しいと思い
ます。
　春休みに、何人かの卒業生と話をす
る機会がありました。母校（本学園）
での思い出話になると、話題は尽きる
ことありませんでした。目を輝かせ、
温和な表情で話すその姿を見ている
と、この学園での生活が彼らにとって
のかけがえのない宝物になっているの
だなと感じました。是非みなさんにも
これからの学園生活で、たくさんの宝
物を見つけていって欲しいと思いま
す。そのために今必要なのは、ちょっ
とした勇気だと思います。がんばって
ください。

●中等部３年生　
一人でいることの出来る人

木村典子
１組担任、国語科

　新年度が始まりました。９年生は１

組が木村、２組に廣田先生、３組の担
任が中村先生、４組をDatta先生でス
タートしました。この学年はクラスの
枠をはずして、学年として見ていきた
いと考えています。一つの学年で成長
していければいいなあと思っていま
す。ですから生徒達も担任以外の先生
にでも、いつでも何でも相談して下さ
い。
　ここで、一つ提案があります。中等
部３年生はハイスクール扱いで、今ま
でとは大きく変化する学年です。これ
を機に変身してみませんか。
　変身の内容は「一人でいることの出
来る人」にです。今でも十分に一人で
いることの出来る人、その人は今まで
通りで構いません。でも中には、一人
になりたくないために、無理をしてま
で他人に合わせている人がいません
か。協調性は大事なことですが、それ
はいつも人と一緒にいることではあり
ません。
　四六時中、他人と一緒では疲れてし
まいます。もし無理をして合わせてい
るなら尚更です。一人でいることを楽
しむ余裕を持ってほしいのです。
　この学校は授業選択も個人個人で違
います。このチャンスを活かして一人
を楽しむ強い人になって下さい。いつ
も友達と一緒でなければ不安だという
ような人になってほしくありません。
それが大人への第一歩だと思います。
　個人でいることを大切にし、必要な
時にはいつでも団体行動を取れる人。
そんな生徒が多い集団であれば、素晴
らしい学年になると思いませんか。

●高等部１年生
新しいことに挑戦を

中尾直子
２組担任、保健体育科

　千里国際学園高等部にご入学おめで
とうございます。いよいよ３年間の高
校生活が始まりました。先日、読んだ
ものの中に、なぜ年を取ると時間が進
むのを速く感じるのかという考察があ
りました。要は、新しい刺激が多い子
どもは脳がひとつひとつのことを処
理、記憶していくのでたくさんの時間
と感じ、おとなになるにつれ、あまり
考えずに物事の処理ができていき、脳
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が働いたという感覚が無いまま気が付
いたら時間が過ぎていた、ということ
でした。つまり、高校生活は仕事量で
は圧倒的に中学３年間よりもできるの
ですが、気づいたら卒業ということに
なるわけです。ですから、10年生のみ
なさんは、是非なにか新しいことに挑
戦していってください。大きなことで
なくてもいいのです。今まで、苦手だ
ろうと思って避けていたこと、なんか
大変そうと思っていたこと、そんなの
面倒と思っていたこと。違う自分に会
えるかもしれません。子どものときの
ように一日が長く感じられるかもしれ
ません。本当に今が一番のチャンスで
す。心して一年を過ごしてください。

●高等部２年生
Spring 200５ にむけて

井藤真由美
１組担任、英語科

　11年生として、順調なスタートを
切っている様子です。４組に井上朋さ
ん(アメリカより帰国)、３組に高橋智
彦くん(同じくアメリカより)と二人の
仲間が増え、学年の人数は82名となり
ました。担任団では、エイブリ－先生
と福島先生がこの学年を去られ大変さ
びしいことですが、今年度は１組：井
藤(英語科)、2組：馬場(数学科)、３
組：ファイファー(英語科)、４組：土
佐(理科)の４人で気持ちも新たに学年
のみなさんをしっかりサポートしてい
きたいと思っておりますのでよろしく

お願いいたしします。
　さて、タイトルに掲げたSpring 2005
というのは皆さんがSISを卒業する春で
す。気がはやい、と思われるかもしれ
ませんが、10年生としての学年が終わ
り、新学年も皆さんとともにすすんで
いくことが決定した頃から私の心の中
ではSpring 2005 と書かれた旗がはため
いている気分です。(その日を心待ちに
している､という意味ではありません
よ。誤解のないように！)　2年後に皆
さんがどんな気持ちでそれぞれどのよ
うな新しい世界に旅立っていくのだろ
う、その時に皆さん一人一人の最高の
笑顔を見せてほしいな、そのためには
今からの2年間はどんな時間であるべき
だろうか、、、そんなことを思ってい
ます。11年次、12年次は２年間という
時間の単位の中で考えるべきことが多
くあります。日々の学習や活動、例年
どおりの学校行事のほか、学年旅行に
ついてしっかり取り組んでいきたいで
すし、進路についても一緒にじっくり
考える時間を持ちたいと思っていま
す。
　Spring 2005を『思い残すことな
し！』という最高の気持ちで迎えられ
るように、毎日毎日を大切に、話し合
うことを大切に、妥協しない態度を大
切に、自分を大切に、仲間を大切に、
お互いがんばっていきましょう。
＜学年旅行アンケートにご協力いただい

た保護者の皆様へ＞

　先日はご家庭で学年旅行について話
し合う時間を持っていただくようにお

願いしましたところ、お忙しい中時間
をつくっていただき、アンケートへの
回答も51家庭よりの提出がありまし
た。あらためて、“ご協力ありがとう
ございました。”
　すぐに読ませてはいただいたもの
の、まとめる作業は春休みとなってし
まいました。アンケート結果を匿名の
形でまとめたものは、現段階では、こ
ちらの判断で旅行委員にのみ渡してい
ます。
　読ませていただくと、ご家庭で旅行
のことについて話す時間を持っていた
だいたその様子がとてもよくわかりま
す。具体的な行きたい場所を挙げての
話し合いがあったご家庭もあり、ま
た、これをきっかけにいろんなことに
話がはずんだであろうことが想像され
る回答も多く、ありがたく思っていま
す。
　このアンケートをさせていただいた
主旨は、学年旅行は生徒たちが自分で
決め、作り上げていくべき旅行ではあ
るけれど、保護者の方々がどういう風
に考えておられるかを常に意識してい
るべきであるし、また、自分たちで決
めていく旅行であるということ＝自分
たちだけですべてを決めていい、では
なく、今後、担任団、保護者の方々、
旅行社の方、と話し合いながら旅行の
計画が進められていくべきであると思
いますのでその第一歩にしたいという
ことです。
　もちろん、書いていただいたこと
は、「参考にさせていただく」ので
あって、このアンケートの内容によっ
て生徒たちの話し合いの範囲が限定さ
れてしまってはいけないとも考えてい
ます。もとより、書いていただいたご
意見には、ある点において全く正反対
のものも含まれていますので、すべて
のご意見を吸収するのは不可能でもあ
ります。が、少なくとも旅行委員のメ
ンバーには書いていただいたことの一
つ一つのメッセージ、保護者の方々の
想い、をしっかり受け取って欲しいと
願っています。
　なお、ここまでの旅行委員の活動と
しては、学年旅行に行くことを１月に
決めました。基本的に自由参加ではあ
るけれど、できるだけ多くのメンバー
で、誰もが満足できる旅行を目指して

高等部１年最初のLHRは千里北公園でお花見
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作り上げていこう､ということを話し
合ってきました。３月４月にかけて旅
行のテーマを決めました。「一期一
会」です。現在は、国外の各国におけ
る危険性を調査し、その情報を元にし
て行き先をどこにしようかという調
査、話し合いに入りつつあるところで
す。　
　テロ、戦争、SARS…、と世界情勢は
なかなか落ち着きを見せてはくれませ
ん。安全面ということをおろそかにせ
ず、生徒たちののびやかな発想をたい
せつにしつつ、一年後に向けて旅行計
画を進めていきたいと思っておりま
す。今後ともご協力のほどよろしくお
願いいたします。　
　こちらのほうはSpring 2004に向けて
…。

●高等部３年生
いよいよ高校３年生

高橋寿弥
１組担任、数学科

　残りの学園生活もあと１年弱になっ
てしまいました。月日の経つのは本当
に早いものです。生徒の様子を見てい
ると、大多数が自分たちの将来のこと
を真剣に考え始め、その準備に個々に
取り掛かりつつあるようです。私たち
学年の担任は、彼ら・彼女たちが、自
分の第1目標を無事に達成できるように
心から願っています。
　それと、３月の学年旅行の様子を私
なりに報告しておきましょう（詳しい
ことは12年４組の田中芙生子の記事を
ご覧下さい）。
　北海道は、３月と言えどもまだ雪に
覆われていて、大阪よりは勿論寒かっ
たのですが、思ったよりも冷え冷えと
はしていなかったので、比較的過ごし
易かったです。初日（3月14日（金））
に、関西空港から、帯広組・網走組の
２グループに分かれて出発し、初日は
帯広組は乗馬体験・工場見学を、網走
組は公魚釣り・アイス作りを体験しま
した。その日はそれぞれ帯広・網走に
分かれて宿泊し、２日目は午前中、帯
広組は熱気球に乗った後牧場で搾乳・
講話・アイス作りを体験し、網走組は
流氷クルーズ（砕氷船）に乗った後、
網走刑務所・海鮮市場に行きました。

その後２グループとも電車で札幌の定
山渓に向かい、そこのホテルで合流
し、同じ場所で宿泊しました。３日目
以降は全員揃って行動しましたが、３
日目は小樽（運河工芸館・オルゴール
堂・ビネツｲア美術館）・札幌駅周辺め
ぐりを小グループに分かれて行い、そ
の日は札幌のシティホテルで宿泊しま
した。４日目は札幌を出発し、白老
（しらおい）のアイヌ博物館へ行き、
体験学習をした後アイヌの郷土料理を
食べ、函館に行き、函館山に登って夜
景を見ました。その日は函館市内の湯
の川温泉に宿泊しました。最終日５日
目は函館市内の朝市・海峡市場・熱帯
植物園・五稜郭公園等を見学し、帰り

エッセーコンテストで佳作に選ばれる

英語科
井藤真由美

　高等部３年生の左海知里さんが、｢第16回朝日
ニッケ英文エッセーコンテスト｣に応募し、全国よ
りの4,087作品のなかから、惜しくも入賞は逃しま
したが佳作に選ばれました。この結果は4月12日
(土)の朝日新聞にも掲載されています。
知里さんがこのコンテストに応募することを決め
たのは締め切りの数日前のことでした。3つ指定されていたタイトルよ
り、"What is Internationalization?"を選び、自らの経験（一般生と
してSISに入学したあとイギリスで暮らす機会を持ち、その後もう一度日
本で、SISで過ごすという経験）の中で感じてきた思いを率直に表現した
エッセイを仕上げました。
知里さん自身による内容紹介

　今日の日本ではさまざまなシチュエーションにおいて『国際化』という

言葉を耳にするが,今多くの日本人がその意味を取り違え,"empty

catchphrase"となってしまった」ということを書きました。本当の意味

での「国際化」とは,単に異なる文化を受け入れたり自分の国の文化を世

界に広めるだけではなく,自らの文化を尊重した上で他の文化を尊重する

ことだと私は思っています。

◇
　英語科の前の掲示板にはこのようなコンテスト(エッセイ、スピーチ)の
案内が常にはり出されています。知里さんの例でもわかるように、SISで
の生活で日ごろ感じていることを、いつもの英語の授業中に書くのと変わ
らない方法で取り組めば、特別多くの時間を費やす必要なく応募できるコ
ンテストも多種あります。皆さんもぜひどんどんチャレンジしてみて下さ
い。知里さん、おめでとう。

も帯広組・網走組に分かれて関西空港
に帰ってきました。
　３人位病人が出ましたが重いもので
はなく、全員無事に帰って来れてよ
かったと思っています。また、北海道
での様々な経験は、生徒たちにとって
何物にも変え難い貴重な宝物として心
に刻み込まれたことだと確信していま
す。
　4月には、５名（女子３名・男子２
名）の編入生を迎え、合計90名（１組
23名・２組23名・３組22名・４組22
名）でスタートしました。５月にはも
う１名編入生が入る予定です。皆のこ
れからの健闘を心から祈っています。

左海知里さん
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＜新任＞

箕浦尚美（国語科）

　はじめまして。４月から国語の授業
を担当しています。実は、つい数ヶ月
前までこの学校のことを知らなかった
のですが、初めて訪れた時、その穏や
かで明るい素敵な雰囲気に、是非私も
この空間でこの生徒達や先生方と一緒
に時を過ごしてみたいと思いました。
原稿を書いている今は、まだ１週間目
なので少々緊張していますが、最初に
感じた通りの学校であることを確信
し、これからの毎日を楽しみにしてい
ます。
　授業中に積極的に質問や意見を言っ
てくれる生徒が多くいることはとても
嬉しいです。次にはどんな質問が出る
のだろうとドキドキしています。生徒
達の知的好奇心を満たすことのできる
楽しい授業を目指して頑張りたいと思
います。よろしくお願い申し上げま
す。

南　淳（社会科）

　はじめまして。そして一部の生徒の
皆さん、再びこんにちは。今学期から
正式に社会科の非常勤講師となりまし
た、南淳です。この度、生徒の皆さん
とこの学園の空間を共有できることに
なり、僕自身『喜び』と『縁(!?)』を
勝手ながら感じている次第です。自己
紹介として、趣味はスポーツ・バス
ケ、音楽演奏、武道など…。『楽しい
授業』をしていきたいと思いますの
で、よろしくお願い致します。
　
河合英美（生活科学）

　はじめまして。生活科学の河合英美

です。この学校に来てまず最初に驚い
たのが、チャイムがないということで
す。まだ慣れていない私は、時間をい
つも気にしながら毎日を過ごしていま
す。今までの経験だと、チャイムが鳴
らない＝時間にルーズになるという感
じだったので、遅刻もせずみなさんが
授業に来てくれることが、とても新鮮
です。よろしくお願いします。

Derek Entwistle (P.E.)

My name is Derek Entwistle and I am
from Geelong, Australia ( Geelong is a small
city of about 250,000 people- one hours
drive south from Melbourne). I taught P/E,
Health and English at a High School in
Geelong for over 13 years before coming to
Japan with my wife ( Mrs "Whistle"-
Elementary P/E) and I worked for NOVA as
a language teacher and Assistant Trainer
for 18 months or so. My interests include all
sports, photography and travel. I have
greatly enjoyed my time in Japan thus far
and have developed a fondness for all
things Japanese ranging from sake to
sumo... I look forward to working with all
the staff, faculty and parents as part of the
SIS/OIS community.  Thank you, Derek.

高橋潤（情報科）

　特別非常勤講師として４月から３ヶ

月の間、Information Technology １の
授業を担当させて頂くことになりまし
た、高橋潤です。現在は大阪大学博士

課程在学中で、主にネットワークの研
究に従事しています。近年のPCの普及
やインターネットの高速化により、コ
ンピュータはより生活に近いものにな
りました。特に、会社や学校ではコン
ピュータの活用は必須です。皆さんが
この授業で学んだ事を生かし、積極的
にコンピュータを利用できるようにな
れば良いなと思っています。短期間で
すが、どうぞよろしくお願いします。

＜退任＞
小山田敏（数学科）

　現在、私は大阪大学大学院の方で数
学の研究をしながら柔道の練習に勤し
んでいます。そして、４月からは
ティーチング・アシスタントとして大
学１年生に数学を教える仕事を始めま
した。環境や状況こそ変わりました
が、数学を教える事だけは変わらずに
続けています。
　SISでの３ヶ月は、「あっという間
に」どころか「あっという間もなく」
過ぎていってしまったような気がする
ほど楽しく変化に富んでいて、そのう
え私に様々な経験を与えてくれまし
た。これも生徒のみんなと教職員のみ
なさん他、学校に関わる多くの方々の
おかげだと思っています。本当にあり
がとうございました。

今里拓也（社会科）

＜出向＞
加納重美（保健体育科）

　シンガポール日本人学校へ（２年間）

左から箕浦、河合、南の各先生
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話題
　 情報
　　  連絡

＊ 図書館紹介

　新入生、編入生のみなさん、入学おめでとうございます。
そしてその保護者のみなさん、図書館へもようこそ！新編入
生は、すでに図書館オリエンテーションも受けて使い始めて
いますよね。図書館は、学園の玄関を入った直ぐ目の前で
す。現在蔵書は、日本語約２万８千冊、英語約２万５千冊、
合わせて約５万３千冊です。ビデオ・CD・CD-ROMなどの
ニューメディア資料も1000点以上、新聞は日刊紙だけで、日
４タイトル英３タイトル、雑誌も寄贈・購入、日英合わせ
て、130タイトルくらいあります。どうぞ今年もどんどん
使って使い倒してください！
　図書館は、授業のある日はいつも、朝８時から夕方４時半
まで開館していますので、機会がありましたら、保護者の皆
さんもいつでも訪問してください。保護者の方々が読書にい
そしむ姿は、生徒たちにも良い影響を与えると思いますの
で、この図書館では保護者も登録すれば本を借りる事ができ
ます。ただし、利用規則は生徒と同じで、生徒の利用に支障
のない範囲に限られます。詳しくは、お気軽に図書館までお
問い合わせください。
　なお、図書館では今まで２名の司書教諭（ワット・青山）
と３名の図書館スタッフ（木下・川端・宮本）が働いていま
したが、この４月からもう１名、ダッタ恵理奈さんが加わっ
ています。図書館スタッフは司書として毎日働いています
が、１日中ではなく時間で交替しています。

＊蔵書点検報告

　蔵書点検は、生徒ボランティアを募って毎年恒例となって
いますが、今年は３月12日13日に日英すべての図書の点検を
しました。今回は、３名の中学生と９名の高校生（現学年の
Gr8：２名Gr10：1名　Gr12:9名）、そして、８日に式を済ま
せたばかりの卒業生が５名も手伝ってくれました。また中学
生の保護者の方も１名加わって、総勢18名が汗を流してくれ
ました。
　１日だけの人も丸２日の人も、ベテランの上級生も初めて
の人も、本当にとても良く働いてくれて、毎年２千冊づつ増

えている本のデー
タをすべて入力し
終える事ができま
した。今回も、ベ
テランのパワーが
すごかった！下級
生の参加者が少な
い の が 、 今 後
ちょっと不安です

が、今回中1で参加し
てくれた人たちは、
よくやってくれてい
ました。
　その結果の昨年度
分の行方不明の図書リストは、現在最終チェック中で、次回
のインターカルチュアで報告します。皆さん、教室などで、
誰も借りたかわからない図書館のラベルのついた本を見かけ
たら、是非、図書館へ持ってきてくださいね。誰かがなくし
て、必死で探している事がありますので。（ちなみに本をな
くすと、弁償する事になっています）

＊ 日本語図書歴代貸出記録

　昨年度のインターカルチュアで、日本語図書最多貸出記録
の報告をしました。今回は、第１位の記録が破られる事はあ
りませんでしたが、３月に卒業した学年の３位までと、今ま
での歴代の記録を御紹介します。

◇
2003年３月卒業生　日本語図書最多貸出記録（６年間在籍）

1位：4組　角田　瞳さん　346冊
2位：4組　伊藤　愛さん　328冊
3位：1組　長みさきさん　277冊

◇
1997～2003年歴代卒業生　最多貸出記録（６年間在学）

1位：2002年 刺賀繭里さん　1043冊
2位：2002年 新井隼子さん　445冊
3位：1998年 沼田貴範くん　376冊
4位：2003年 角田　瞳さん　346冊
5位：2001年 松宮寧子さん　328冊
　　 2003年 伊藤　愛さん　328冊
6位：1999年 井上愛子さん　302冊
7位：1997年 廣瀬裕紀子さん　291冊

◇
　残念ながら、コンピュータシステムの違いがあり、英語図
書の記録はありません。図書館に読みたい本使える本があっ
たとは限らないし、借りたから読んだというわけでもない。
みんな在学期間も違うし、英語ならたくさん借りたのに！と
いう人もいる。そういう意味では、一概には誰が一番とは言
えないのですが、一つの記録として参考になればと思いま
す。なお、現在中学3年を終えた段階で既に700冊以上借りて
高校に進んだ人がいて、どこまで記録が伸びるか楽しみで
す。

千里国際学園図書館へようこそ！

青山比呂乃
図書館
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保健室の案内

弥永千穂
保健室

 　７年生、編入生のみなさん入学おめでとうございます。
この場をかりて保健室を紹介します。福岡出身の看護師で２
年前から保健室でみなさんのケアをしているスクールナース
の弥永です。月曜日から金曜日の午前８時から午後４時45分
まで保健室にいます。そのうち午後12時15分から１時までは
お昼休み。緊急の場合（今けがをした、腹痛があるなど）に
は保健室をノックしてくれたら手当てします。保健室は気分
が悪くなったり、けがをした時に利用する場所ですが健康に
関する相談の場所でもあります。健康の相談というとかたく
るしいですが、時には恋や性についてざっくばらんに話しを
しています。相談事がある場合は放課後が一番ゆっくり話せ
ていいかもしれません。どうしても授業にでられない時、カ
ウンセリングに行こうかと迷っている時なども立ち寄ってみ
てください。お話しを聞いてカウンセリングの栗原先生への
アポイントメントをとったりすることもあります。また、学
校生活を無理なく元気に過ごせるようにみなさんの健康状態
を管理するのも保健室の仕事です。大きな病気やけが（登下
校中や放課後などにけがをして病院へ受診したなど）をした

時はスクールナースへお知らせください。中学生、高校生は
自己の健康管理を身につけ、基本となる体を作る大切な時期
です。健康な体があってはじめて学校生活は楽しいものとな
り、勉強に集中できます。とってもあたりまえのことですが
①必ず朝食をとって登校する ②睡眠時間を７～８時間とる ③
タバコ、お酒には絶対手をださない。まずはこの３つを実行
してみてください。自分の健康に不安を感じたらいつでも相
談にのります。この一年、みなさんが健康でのびのびとすご
せますように。

William Marocco
Music

The following students participated in
the APAC Band festival held at Shanghai
American School,February 27 - March 2.

Arturo Amador, Alto Saxophone; Kenji
Dohma, Trumpet; Misaki Cho, Clarinet;
Mikari Fujita, Trombone; Momoko Hori,
Bassoon, Chihiro Kato, Flute; Ryosuke
Kimura, Trombone, Satomi Otsuru, Oboe;
Kumar Sadavrati, Percussion;Kohei
Satsuma, Clarinet; Shirley Suginohara,
Percussion; Christine Syrad,Piccolo/Flute;
Masayoshi Takatsu, Alto Sax; and
Yoshihido Moromasa.

The students rehearsed with students
from all other APAC schools for three days
and presented the grand concert on

Saturday evening, March 1st.   The
conductor was Ruggiero Barbieri, music
director of the Philippine Phiharmonic
Orchestra, Manila.  It was a great concert
and an excellent musical experience for our
OIS/SIS band students.   The students had
some sightseeing opportunities in
Shanghai as well.

OIS/SIS Students Participate in

APAC Band 　APACとは、Asia Pacific Ac-
tivities Conference の略称で、
次の学校が加盟しています。
＜＜＜＜＜A P A CA P A CA P A CA P A CA P A C 参加校＞参加校＞参加校＞参加校＞参加校＞
　北京インターナショナルスクール
（中国）、上海アメリカンスクール
（中国）、ブレントインターナショ
ナルスクール（フィリピン）、ソウ
ルフォーリンスクール（韓国）、カ
ナディアンアカデミー（神戸）、千
里国際学園（大阪）
　千里国際学園のスポーツ・音楽の
チームは千里国際学園中等部･高等
部(SIS) と大阪インターナショナル
スクール(OIS)の２校合同で編成し
ており、APACの公式試合・行事や、
近隣のインターナショナルスクー
ル、日本の中学･高校との交流試
合・行事等に参加しています。
　　　　　（（（（（注注注注注）））））　　　　　「セイバース(The Sabers)」は千

里国際学園スポーツチームの愛称で

す 。
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平井太佳子
保健体育科

　「無人島やって」「米と味噌だけっ
てホント？」「島まで泳いで渡るらし
い」という噂が飛び交ったのは昨年の
秋。その実態は「現代文明をみつめな
おす」という授業で、便利な現代の生
活をちょっと立ち止まって振り返って
みよう、という「総合学習」のこと
だった。
　普段の生活の中で、道具や機械を便
利に使いこなしているつもりが、実は
道具や機械に振りまわされているので
はないだろうか？本当に必要なものな
のだろうか、そんな道具や機械がな
かったらどんな生活になるのだろう
か？
　それなら「無人島」で道具や機械に
頼らず暮らしてみよう。現代文明の象
徴、時計とケータイから離れて。
　冬学期の間行われた週２回の授業で
は、「生きていくこととは」という具
体的な健康の維持管理、衛生管理の講
義、火起こしやご飯を炊くという実
習、文学をひもとき漂流や遭難を生き
延びた人々の手記に学び、孔子の時代
にすでに「機械に使われるとは困った
ものよ」と文明を嘆いていることを知
り、気象、天文、海洋、燃焼など科学
的知識を得、そして自らがどのくらい
文明の利器に頼らずに暮らすことがで
きるか、ということを考えていった。
　そしてついに、３月17日、徳島県阿
南のＹＭＣＡ海洋センターの所有する
無人島「野々島」での生活が始まっ
た。
　小型ボートで波を全身に浴びながら
島へ渡り、荷物を抱えて山を越えよう
やくたどり着いたのは小さな広場。と
りあえず簡易テントを張り寝る場所を
確保しなければならない。日は次第に
傾き山の向こうに消え、徐々に夕闇が
迫る。ああ、今から水もくみに行かな
きゃいけない。どうにか落ち着いた頃
にはすっかり日は暮れ、薄暗いなかパ
ンやおにぎりをかじる。海から吹き付
ける北風が冷たい。
　火を起こせば暖も取れるし温かいも
のも飲めるのに、火がつかない。

「あ、ついた！」と思ったら新聞紙だ
け燃えて消えてしまう、何度も繰り返
してようやく火がついた。自分の火。
遅い夕食を始める。満月が上り浜を照
らす。月明かりはこんなに明るかった
のか。
　寒さに震えた夜。寝袋も毛布もある
のに、テントの中なのになんでこんな
に寒い。縮こまって寝てコチコチに
なった体が痛い。
　まずは薪を拾わなければいけない。
火をつけて、朝ご飯を食べよう。明る
いと随分と作業がしやすい。昨日の夜
よりずっと手際がよくなる。何を食べ
よう。持ってきた食材を眺める余裕も
ある。献立も考えられる。自分で作る
とおコゲも美味しい。上手にできたら
誰かに分けてあげたい。
　おなかが一杯になったら落ち着い
た。釣りに行こうか、テントをもう一
度ちゃんと張りなおして寝やすくしよ
うか、かまどを使いやすいように作り
直そうか、島には食べられそうなもの
はないのか探してみようか。やりたい
こと、やらなくちゃいけないことが随
分とある。
　浜は打ち上げられたゴミが一杯。魚
網の切れ端、ブイ、ペットボトル、発
泡スチロールの箱、洗面器、みんな海
の向こうで出たゴミ。川を流れ、海に
捨てられ、置き去りにされたもの。
ペットボトルを束ねる。イスの出来上
がり。木箱は食料を入れておくのに便
利。ゴミの山は宝の山。
　今は何時なんだろう。島に来るとき
のルールで時計は置いてきた。太陽を
見上げる、昼頃なのかな。暗くなる前
に夜のために薪を用意しなくちゃ行け
ないし、晩御飯も食べてしまいたい。
時間がわからないのって気になる。
　二日目の夜は初日よりももっと寒
かった。せっかくテントも快適なよう
にしたつもりだったのに、ほとんど眠
れなかった。しんどい。火をつける。
食事を作る。食べる。カニが取れるら
しい。その辺に生えているのは大根で
食べられるらしい。潮が引いたら貝や

カメノテ？とかいうのも取れるらし
い。
　大根の葉っぱが結構美味しい。カニ
のから揚げ抜群。貝の炊き込み御飯に
挑戦。
　お腹が膨れたら眠い。夜寒くて眠れ
なかったから眠くて仕方ない。テント
にもぐり込む。さすがに昼間のテント
は暖かい。お昼寝最高！
　お腹がすいたら食べる。食べて眠く
なったら寝る。寝て起きて暇だったら
ボーッとする。誰にも文句は言われな
い。水を汲んだり、薪を拾ったりしな
くちゃいけないこともあるけれど、自
分のペースですれば良い。時間を気に
することはない。時計がないって楽チ
ン。
　なんかたいへんだったけど、今夜で
島の生活も最後なんだな。名残惜しく
てなかなか寝る気にならい。
　島を去る日、快晴。張りきってさっ
さと片付けたけど、迎えの船はまだま
だ来ない。浜に寝転ぶ。昨日まで吹き
付けていた北風が弱まって今日は心地
よい。空が広い。ビルも電柱も何も遮
る物がない。いつも時間がなくて忙し
いのに、ここではこんなに時間を持て
余す。この時間を持って帰って、忙し
いときに使えれば良いのに。
　山を越え、船着場に戻る。島を離れ
る。もう薪拾いをしなくても、ススだ
らけにならなくても良い。お風呂に入
れるし、メールのチェックもできる。
ずっとこんな暮らしをするのは無理。
でも、ちょっと名残惜しい。
　お風呂に入ってさっぱり。眩しいほ
ど明るい食堂。ケータイのメール
チェックも完了。腕時計も戻ってき
た。手首に巻いた。手錠みたい。

【野々島語録】
　自分の時間というか自分に適した時
間感みたいのものが失われてきている
と思う。
　今のモノは、あれが要る、はい、こ
れがあるみたいな感じだが、うまくあ

＜総合科目＞ 実習報告「現代文明を見つめなおす」

（次ページ★に続く）
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るモノを利用するのが力だ。
　今、身の回りにある全ての物が楽を
させてくれている。
　時間がわからなくなることで現代文
明から離れた感じがした。
　メールだけでなく、時間を見るのま
ですべて携帯を使っていた自分に気が
ついた。
　文明は時に人を快適にして、時に人
を憂鬱にさせる。
　海をぼ～っと見ていることが何より
の幸せでした。

　電気や石油やらが人の代わりにする
ようになって、じゃあ人間には何が残
るのだろう？
　「現代文明」は、確かに私たちの生
活を楽にしてくれますが、同時に、人
間を人間らしくない姿に変えていって
いるような。
　神様に感謝します。
　自分で考えて料理できた、というこ
とでおなかいっぱいおいしさを心から
感じた。
　現代文明はあっても良いがなくても

良いというようなあいまいな存在に
なってきたと思う。
　現代文明は私達に「責任」取らせな
く、甘やかしている様にも感じまし
た。
　持っている知識、食材、道具を駆使
して調理にかかった。すごくおいしく
できて大満足。
　とにかくチャレンジしてみて、失敗
してもちっとも平気だった自分がいま
した。

（前ページ★の続き）

真砂和典
理科

　去年の４月から全国的に中学校の課
程で高校に先行して総合学習が始まっ
た。本校の授業はもともと総合学習が
目指す“生徒の主体的な取り組み”を
開校以来強く意識してきたので今更と
いうことはないが、ちょうどこれを機
にと７年生で始めたのが「知の探検
隊」という授業だ。この１年に渡る取
り組みをここに紹介しよう。
　この授業の核となるものはすでに
８，９年前から「科学者プロジェク
ト」としてはじまっていた。司書教諭
の青山さんと理科の田中さんが練り上
げたものだ。図書館を最大限に活用し
て資料を集め、科学者に関するレポー
トをまとめる。最後にその科学者にな
りきって、自分の人生や仕事について
みんなの前で発表して質問まで受け
る。科学者になりきるために扮装した
り、実験装置や模型まで作ってきたり
した生徒もいる。卒業しても忘れない
印象に残る授業のひとつだ。この時に
調べたことから自分の進学のテーマを
見出したという話をつい最近も聞い
た。特に大切にしてきたのは生徒が自
分自身でプロセスをじっくりとたどれ
るようにすることだ。単に、自分で調
べろと、図書館で生徒を放すのではな
い。たぶん多くの総合学習がここで躓
いている。図書、雑誌、事典類の見つ
け方から始まり、文献リスト作り、資

料からレポートにまとめるための情報
カード作りまで生徒とともに動き回
り、10人を切る数の生徒にひとりの教
員がついてこまめにチェックをした。
　去年の春学期はひとりがひとつの
「都道府県」を担当してポスターを
作った。30枚以上の情報カードを項目
ごとにまとめてレイアウトを決め、書
いたポスターを貼って、暑い６月の玄
関で汗を流しながらポスターセッショ
ンを開いた。平行して進めていたコン
ピュータの授業ではタイピングから始
めて、一通りの基礎を終えていた。
　秋学期には資料にあたりながらレ
ポートにまとめる人物を慎重に絞り込
んでいった。図書、雑誌、事典類で10
冊以上を集めて文献リストを作った。
更に、その頃には全員が使えるように
なっていたインターネットも資料集め
に活用した。これらの資料からいきな
りレポートを書き始めるのではなく、
やはりここでも使えそうなものをまず
情報カードにするというプロセスを踏
んだ。そうすることによって、情報の
取捨選択を吟味し、構成を考えさせる
ように仕向けた。最後には正式なレ
ポートの形に整えて10ページを超える
大作が完成した。
　このレポートの内容をみんなの前で
発表するのが冬学期の「知の探検隊」
が向かう最終目的地だ。発表といって

も、秋学期にコンピュータの授業で学
んだパワーポイントを駆使するという
大人顔負けの大がかりなものだ。レ
ポートの文章をフローチャートにして
スライドショーを構成するのは、教師
の側で予想していた以上に、内容をま
とめて理解を深める勉強になった。そ
して、会議室や時にはシアターまで使
用して、学年の仲間と時間を割いて見
に来て下さった保護者や教員の方々の
前で、生徒達は堂々とプレゼンテー
ションをやってのけた。
　数名の担当教員で毎週会議を持ちな
がら「学び方を学ぶ」という究極の目
標を立てて取り組んだ１年がこうして
終わった。慣れないこともあって苦労
も多かったが、生徒の様子を見ている
と随分成長したなと実感できる。本校
で積極的に取り入れているアンスケ
ジュールタイム（授業のない時間）を
有効に使う助けになるとしたら、これ
も重要な懸案に着手できたことにな
る。８年生が獲得した技術と自信をこ
れからの学習にしっかりいかしてほし
い。その学習環境を提供するのは教員
側のこれからの課題となるだろう。
＜追記＞この４月には８年生が先輩と
して、入学してきた７年生に向けても
う一度プレゼンテーションを行った。
さあ、７年生のみなさん、今度はあな
た達の番ですよ！！

＜総合科目＞ 「知の探検隊」が探し当てたもの
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馬場博史
数学科

　冬学期に数学の教養科目「数学講
読」を開講しました。この科目は、興
味のある数学の話題を各自で決め、そ
れについて易しい本を読んだり、イン
ターネットで調べたりしてレポートす
るというもので、新課程からは総合科
目のひとつになります。
　円周率は、新学習指導要領小学校算
数によると、「3.14を用いるが、目的
に応じて３を用いて処理できるよう配
慮するものとする。」とあります。一
方、2002年12月には東大の教授を中心
とするグループにより小数点以下１兆
2411億桁まで計算されたことが発表さ
れました。。
　今中由花子さん(高３)は「円周率π
＝３の不合理」について調べ、次のよ
うな考察をしました。「円に内接する
正多角形の面積は円の面積より小さい
はずです。ところがπ＝３で計算する
と、正多角形の面積がｎ＝13では円の
面積より大きくなってしまいます。ち
なみにπを3.1とすると、ｎ＝23で正多
角形の面積が円の面積を越えます。さ
らに、π＝3.14とすると、正114角形で
円の面積を越えます。よって、ある程
度数学的厳密性を求めるのなら、πを
せめて3 . 1 4と評価するべきなので
す。」
（引用資料 http://www1.odn.ne.jp/
kentaurus/whypai.htm）
　友金未沙さん(高３)は、円周率計算
の歴史を調べ、こう感想を述べまし
た。「今まで何の疑問もなく使ってい
た3.14という数字。その歴史について
調べてみて、コンピューターのない時
代の人は次の１桁を発見するためにど
んな多くの人々が関わり、そして苦労
したかを知ってびっくりしました。円
周率の歴史を調べていくうちに、生涯
円周率を求めつづけた人がいたこと
や、せっかく計算したのに途中から計
算ミスがあった人もいたなど数学が嫌
いな私でも興味を持てる話題もあって
面白かったです。これから円周率がど

こまで発見されていくのか楽しみで
す。」
（引用資料 http://www.zakzak.co.jp/
top/t-2002_12/3t2002120628.html)
　方程式解法の歴史もおもしろい話で
す。２次方程式の解の公式はギリシャ
の時代のころから知られていました
が、３次方程式と４次方程式の解の公
式は16世紀にイタリアで発見されまし
た。その後５次方程式も同じように解
の公式があるものと思われていました
が、1824年に「５次以上の一般の方程
式は解くことはできない」ことがノル
ウェーのアーベルによって証明されま
した。彼は当時22才でしたが、その後
27才の若さで亡くなっています。さら
にその後「５次以上の方程式が解ける
ための必要十分条件」について解答を
与えたのがこれまた21才という若さで
決闘で死んだフランス人のガロアでし
た。
　このことを調べた溝口絢子さん(高
２)は「紹介した数学者には共通点がな
いように思われますが、彼らは私たち
から見て悲劇の人生を送っています。
裏切られたり、早く死んでしまった
り、色々あります。でもだからこそ天
才でも人間であることが分かるし、私
たちと一緒なんだという親近感をもて
るのではないでしょうか。彼らの人生
が完璧すぎたら逆に彼らはこれほど有
名になっていなかったと思います。数
学はすごく奥深くて人間のドラマが
色々隠されているのだと思いまし
た。」と述べています。
（引用資料 http://www.goukaku.co.jp/
math.html)
　「人間は考える葦である」という言
葉を残したパスカルは、数学では「パ
スカルの三角形」と円錐曲線の「パス
カルの定理」が有名です。「パスカル
の三角形」は数字がある規則で三角形
に並んでいて、これから(a+b)n の展開
式の係数を簡単に求められるというも
のです。パスカルは31才のときに瀕死

の事故に遭い、助かったのは神のお蔭
と考え、学問をやめて修道院に住みこ
み、一生をそこで送りました。
　彼の生涯について興味を持った浅沼
花菜さん(高３)は、次のような感想を
書いてくれました。「もしパスカルが
まだ生きていたら数学の面白さを聞い
てみたいです。それから、パスカルの
たくさんのすばらしい業績を見て、
やっぱり勉強は無理やりさせられるの
ではなくて自分から好きになってやっ
た方が、すばらしいものを残せるのか
なぁと思いました。私も何か一つのこ
とに集中して、がんばってみたくなり
ました！」
（引用資料 http://
contest.thinkquest.gr.jp/tqj2001/
40466/suugaku.html)

＜数学科＞ 数学講読の授業から

　本校は、1998年度より、それ

までの４学期制から各学期同授業

日数の３学期制（60日×３）へと

移行しました。４月～６月を春学

期、９月～11月を秋学期、12月

～３月を冬学期と呼んでいます。

　また1999年度には、大阪国際

文化中学校･高等学校 (OIA)から千

里国際学園中等部･高等部(SIS)へ

校名変更。同時に、中３以上の授

業は一部を除いて「学期完結制」

となり、高等部では学期ごとに単

位が認定されるようになりまし

た。このため、各学期で履修科

目、時間割が変わります。
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堀池奈未
高等部２年

　３月の16日、私たち理科部は11時間
もの間バスに揺られ、更に4時間荒波
（？？）にもまれ海を渡り、屋久島に
行きました。今考えるとぞっとするほ
ど気の長い旅だったように思います
が、自然の豊かさで有名な屋久島に行
くということで部員たちも楽しんでい
たように思います。私がこの合宿で一
番したかった事とは、星空を見るとい
うことでした。日頃、プラネタリウム
という人工の星空で星の位置や星座を
覚えていると、いざ実際の星空で！と
空を見上げると、いつもと違う距離感
覚に苛まれてよくわからない、という
ことがよくあります。プラネタリウム
ではわからない実際の星空の美しさ
や、もちろん星座や星雲を自分の目で
確かめて見れることができたらと思
い、空気の澄んだ大自然の屋久島に目
的地を決めました。
　現地に着いてからは、大川（おお
こ）の滝、千尋（せんぴろ「千と千尋
の神隠し」のネーミングはここから来

ているそうです）の
滝、トローキの滝など
の滝や、縄文杉や屋久
杉ランド（ランドと
いってもテーマパーク
という感じではなく、むしろ山登りと
言った方が正確だと思います）などの
観光にも行きました。何千もの間生き
た木をながめていると、過去を見てい
るような不思議な感覚にとらわれまし
た。ちなみに、「屋久杉」というの
は、樹齢千年以上の杉のことを言いま
す。屋久島では、わざわざ観光地に行
かなくても家の周りにある林に入るだ
けで珍しい植物や、屋久島だけにしか
ない固有種の植物を見ることができま
す。屋久島には九州最高峰の宮之浦岳
（1935m）をはじめ1000メートルを超す
山々が46座もあり、そのような標高の
高さと亜熱帯林とで、春の屋久島では
冬の生物と夏の生物が両方いっぺんに
見られるということでした。生物の専
門知識があまりない私にはよくわから

なかったというのが正直なところです
が、ヤシの実や椿、ツツジ、菜の花畑
やガジュマルといううねうねと枝をの
ばして多種の木にまきついている木な
ど、南国や春を感じさせる植物がのび
のびと生きていて、大阪の植物のなさ
や自然の少なさをかえって実感しまし
た。また、火山の噴火によってできた
島だけあってさまざまな種類の火成岩
を確認することができました。星につ
いては、悪天候によって思った以上に
見えなかったというのがありますが、
望遠鏡などを使って木星やその周りに
ある４大衛星、土星などを観測するこ
とができました。個人的な感想です
が、４大衛星が前日と違う位置に移動
して見えたのが、宇宙の大きさを実感

理科部春の合宿　

 校外学習で吹きガラス体験
新見眞人
理科・化学担当

　毎秋学期に理科、特に化学の無機化学分野の学習で
鉛ガラスを化学実験室で作っています。
　そこでは、るつぼの中に鉄製の乳鉢でよく混合した
ケイ砂（二酸化ケイ素）と酸化鉛（II）とホウ酸ナト
リウムさらに消色剤（透明ガラス）または種々の金属
化合物（色ガラス）を加えます。このるつぼを三脚上
のマッフルの中に入れ、ガスバーナーの火力を最大に
して加熱融解します。ただ、この方法ではちょうどお
はじきくらいの大きさのガラスをつくるのが精一杯で
す。また、るつぼ内の融けたガラスを陶板上に流しだ
したあと、ゆっくり冷却させることもむずかしく、
せっかくできたおはじきも大抵粉々に割れてしまいま
す。そこで、これらの欲求不満解消のため、校外に出
かけました。（２月１６日、日曜日）。和泉市郊外の

ガラススタジオで、高等部11年生（現12年生）12名の
生徒たちが実際に吹きガラス体験をさせてもらい、
ペーパーウエイトとグラスをそれぞれ一つずつ製作し
ました。どれも個性がよく現れたガラス作品が出来上
がりました。当日のスタジオスタッフの方々のご丁寧
な指導に生徒たちのガラスに対する興味が深まったこ
とと思います。また、スクールバスの運転手さんにも
毎回郊外学習で大変お世話になっています。どうもあ
りがとうございました。

（次ページに続く）
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させてくれてとても印象に残っていま
す。
　この合宿で部員たちの得たものは大
きかったと思います。今までにプラネ
タリウムで主に活動してきた理科部で
すが、この合宿をきっかけに皆の興味
の対象がそれ以外の分野にも広がって
見つかり、部員１人１人が自分の本当
にしたいことを見つける大きな第一歩
になったと確信しています。今回SIS事
務長の下村啓三さんのお宅に部員一同
泊まらせて頂いたのですが、この場を
借りて改めてありがとうと言いたいで
す。下村さんのお力添えなくしてはこ
の素晴らしい合宿を無事に終えること
も、もちろん始めることもできなかっ
たわけですから。本当に感謝していま
す。また、一週間わたしたちの面倒を
見てくださった顧問の新見先生、あり
がとうございました。
　ここに部員の皆の感想を載せたいと
思います。
池永真央（高等部２年）

　屋久島は自然がたくさんあって行く
だけで勉強になった。どのような植物
があるのか、この海や山はなんという
のか。地元の人などにも聞いたりし
て、マメ知識が増えた気がする。今ま
での理科部はプラネタリウムでの活動
が主だったけど、この屋久島でも合宿
で、生物などの他の分野にも触れられ
た気がする。
松村実果（高等部２年）

　屋久島に来てみて、大自然を体感し
て、何より理科部の今後の道が少し見
えてきたようでよかった。初めて天体
望遠鏡を習って楽しさがわかったが、
影ができるほど明るい月と悪天候によ
り見えた星座や星達は大阪とあまり変
わらないもので、自己最高の星空の思
い出にならなかった。これがとても残
念で仕方がないです。
時政令雄（高等部２年）

　屋久島は大阪では見ることのできな
い景色、感じることのできない自然を
見ることができた。特に強く感じたの
は「月の明るさ」。普段大阪で見てい
る月に比べとても大きく自分の影が
はっきりとでるくらい明るいものでし
た。しかし、ただ自然が綺麗とかでは
なく、この合宿に参加して何故それは
そうなるのか、何故きれいなのかとい

うことを考えることができたと思う。
地元の人達、バスの運転手、露天風呂
で知りあったおじさん達などに、マメ
知識なども教えてもらったりと、満喫
できたと思う。楽しく、いい旅行でし
た。
辻　健三（高等部２年）

　草や花など生物に関わりのあること
を多く学びました。景色がきれいで感
動することができました。山の自然
さ、川のきれいさなど屋久島は充実で
きる場所でした。一番の目的は天体観
測だったと思います。天候の悪さなど
があったけど、私にとってすごく勉強
になりました。また、星などを探して
見つけたりすることが快感や楽しさに
なりました。
新見眞史（高等部２年）

　この合宿では都会では見れないもの
をたくさん見ることができました。屋
久杉やガジュマルといった木や滝など
島特有のものと思われるものが多く、
とても魅力的でした。屋久島といえば
屋久杉、中には樹齢7200年といわれる
ものもあり、噂どうり素晴らしいもの
です。年間一万mmを越える雨が、屋久
杉と呼ばれるほどまで大きくしたので
しょうか？標高500m以上にあり、樹齢
千年を越えたものでないと屋久杉とは
呼ばれません。そんな木が多く残って
いるのは日本では少ないでしょう。こ
れからも保存していくべきだと思いま
す。
酒井春奈（高等部２年）

　屋久島は本州とはやはり違う雰囲気
で、草木などの一つ一つの色が濃いよ
うな気がしました。どこに行っても自
然が多くて、大阪では味わえないのど
かで気持ち良い空気をたくさん吸うこ
とができたと思います。星は満月だっ
たので明るすぎてあまり見えなかった
り、くもったりして残念でしたが、そ
の他にも貴重な体験ができたので本当
に良かったと思いました。合宿では、
理科部として一歩前進できたので、自
然を体験しただけで終わらなくて良
かったと思いました。この屋久島での
合宿でこれから理科部が大きく成長す
ると良いな、と思います。
溝口智明（中等部３年）

　もっと大きい町があると思ったら港
から見える建物は、本当に少なかっ

た。でも島にいた時間が本当に短く感
じた。山の中の滝、近くの海、屋久杉
などの自然がいっぱい、やりたいこと
がいっぱいですぐに疲れた。夜の天体
観測で今まで見たことのない星がいっ
ぱい。また、きたいな屋久島。
神田脩太（中等部３年）

　最初は中途半端な気持ちで来てし
まったけれど、現地に来て下村さんの
話を聞いたりして、理科部の事に対し
てもっとまじめに取り組むことを改め
て考えることができた合宿になりまし
た。
真砂健人（中等部３年）

　出発前は「屋久島よりもっと良い場
所があるんじゃないか。」と思ってい
たけど、着いてからは「大阪には帰り
たくない」と思うほど良い場所でし
た。山では見たことのない大きさをし
ている屋久杉や猿・鹿を見たり、海で
は石を拾ったり、魚を捕まえたり、夕
日を見たりもしました。そして、バス
の運転手さんや温泉にいた下村さんの
友達、一週間行動を共にした新見先
生、下村さん、部員の皆に世話をして
もらいました。屋久島の合宿は人、動
物、山、海などたくさんの物のおかげ
でとても楽しくなりました。
三浦伊織（中等部２年）

　出発前は合宿ってどんなのか全く予
想できずとても心配でした。でもちゃ
んとした生活ができたのでほっとしま
した。一番楽しかったことは、海に
行ったことや露天風呂に入れたことで
す。今は本当に来てよかったと思いま
す。

◇
　新入生の皆さん！特に新７年生のみ
んな、只今部員募集中です。理科が大
好きな人はもちろん、あんまり好き
じゃなくても理科がちょっとくらいは
好きになること間違いなし！何よりも
フレンドリーな部員が多いので楽しめ
るというのが一番の売りです。とにか
く興味のある人は１１年１組堀池まで
いつでもどこでも話しかけてくださ
い。待ってます。メールは
namily7@hcn.zaq.ne.jpまでどうぞ。
　また、今度理科部連絡用の掲示板を
設定しましたのでそこに書き込んでく
れても結構です！アドレス→http://
bbs3.otd.co.jp/309315/bbs_plain
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德嶺友香
高等部３年

　まず、インターナショナルフェアで
の募金活動の報告をさせて頂きます。
　私達ＧＮＳは、昨年のインターナ
ショナルフェアでバリ島爆弾テロ
（2002.10.12.）への救済金を募りまし
た。その結果、皆様の御好意で集まっ
た25,000円は、直接、部員（斎藤美葉
子）の手によってバリ日本人会に届け
られました。義捐金は以下の事に役立
てて頂いたそうです。　
＊ 被害にあわれた方々が入院されてい
る病院への寄付。
　バリの医療機関は日本に比べて設備
等で不備不足があるそうなので、少し
でも役立てばということだそうです。
＊ 合同慰霊祭への寄付。
　爆弾テロでなくなられた方々を慰霊
するためにバリで行われたそうです。
＊ バリ人犠牲者遺族へのお見舞い金。
202人の死者のうち身元が確認できたバ

リ人犠牲者は31人で、外国人被害者数
に比べると少数ではあったが、バリ人
遺族は経済的に苦しい方々がほとんど
で、日本人会としては犠牲者31人全員
の遺族にお見舞金を手渡すことにした
そうです。現在、犠牲者16人の遺族の
方々に手渡すことができ、涙を流して
喜んで下さった遺族もおられたとのこ
と。
　以下、バリ日本人会から千里国際学
園の皆様へということでメッセージが
届いています。
　『募金自体ももちろんありがたいで
すが、学生のみなさんのがんばりや、
また、犠牲者の方々のために募金活動
をしてくれたことをとても嬉しく思い
ます。募金は責任を持って有効に使わ
せて頂きます。』
　『バリは前向きに動き出していま
す。』

＜ボランティアクラブ＞ GNS近況報告

バリ日本人会ＨＰ http://
www.japanclubbali.org/main.html
　因みに、只今ＧＮＳにも世代交代の
波が訪れつつあり、各学年生のそれぞ
れの思いも個性的で、どのようにクラ
ブとして発展していくかはわかりませ
んが、活気いっぱいのＧＮＳです。
　現在、中国の学校に文房具類を送る
プロジェクトを進行中！！

＜軽音楽クラブ＞ Club Aid 活動報告 Splash Power Stage 2003
深田充宏
高等部１年

　2003年2月8日(土)、箕面市らいとぴ
あ21にて箕面市教育委員会子ども課主
催によるSplash Power Stage 2003が開
催されました。これは「中高生の中高
生による中高生のためのステージ」を
スローガンに、箕面市教育委員会子ど
も課の今峰秀樹さんをリーダーに箕面
市の学校に通う中高生、箕面市在住の
中高生が一体となって音楽・ダンス・
漫才といった文化を媒介として交流の
機会を設け、互いの感性に磨きをかけ
ました。千里国際学園からは諸正義彦
君が音響ディレクター、深田が照明
ディレクターとして、10年生のLATINO
と11年生のAIRHEADが演奏グループとし
て参加しました。また卒業生の岡田拓
人さんも参加しました。学校という枠

を超えて、互いの音楽性を知ることが
できたのは大きな成果でした。
　僕は去年の９月からそのライブの企
画や準備、当日のスタッフをする実行
委員会委員として活動を開始しまし
た。Splash Power Liveの本番が終わっ
てからもう２ヶ月もたちます。でも、
よっぽど楽しか?せいか、つい最近のこ
とに感じます。ミーティングは学校の
帰り、皆疲れた状態で集まらなくては
なりませんでしたが、学校の違いや先
輩も後輩も関係なしに意見を出し合え
ました。実行委員のミーティングが始
まってから準備をしていた間はとても
時間が長かったように感じましたが、
今思うとすごく短かったような気がし
ます。僕がこのイベントの実行委員に

参加したのは、ただ先生に頼まれたか
らでした。最初は「めんどうくさい
なぁ…。」とか思っていたけど、どん
どんミーティングを重ねるうちに、楽
しくなってきて、やりがいのある仕事
だなと思い始めました。そして最後に
は今まで味わったことのないような達
成感が生まれました。また、こんなイ
ベントがあれば実行委員に入りたいと
思います。いろんなことを含めて、こ
のイベントの実行委員に入って良かっ
たと思います。
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馬場博史
トライアスロンクラブ・ランニングクラブ顧問、数学科

■日本トライアスロン連合公認認定記録会

　永田悠太君(SIS9)が、３月16日
（日）に開催されたＪＴＵ（日本トラ
イアスロン連合）公認認定記録会で、
規定の記録を突破し、強化指定選手に
認定されました。記録は、スイムが
400m4分54秒、ランが1500m4分53秒でし
た。おめでとうございます。
■武庫リバースポーツフェスタ

　３月９日（日）10kmマラソンで新見まゆ子さん(SIS9)が４
位に入賞しました。＜他の完走者＞藤本卓、松田杏子
(SIS12)、上岸宏、馬場博史(Faculty)
■第１回大阪陸上競技記録会中学生の部

　４月12日（土）万博競技場で行われ、男子２名が参加し

トライアスロン強化指定選手に認定

永田悠太君

学校説明会

初回は５月21日に開

催します

アドミッションズ オフィス

　本年度の学校説明会の日程が決まりまし
た。お知り合いの方にお知らせ下さい。

第１回　５月21日（水）13:30

学園紹介、懇談会
第２回　６月14日（土）10:00

オープンキャンパス形式
第３回　９月25日（木）13:30

本校の英語教育を主題に
第４回　10月18日（土）10:00

オープンキャンパス形式
第５回　11月15日（土）10:00

選考方法/要項内容等の包括的説明

高槻ジャズストリートに出演

福島浩介
国語科トランペット

　今年も昨年同様、高槻Jazz Streetに出演をします。高槻
Jazz Streetとは、毎年５月に大阪府高槻市にて全会場入場
無料で行われる日本最大級の音楽のお祭りです。このイベン
トは「街を音楽であふれさせ、明るく楽しい街にしよう」と
いう趣旨のもとに集まった市民ボランティア団体「高槻ジャ
ズストリート実行委員会」によって企画・運営されていま
す。
「第５回高槻ジャズストリートについて」

開催予定日：2003年５月３日(土)、５月４日(日)
予定会場：大阪府高槻市（阪急高槻駅周辺）
出演予定： 秋吉敏子(pf)、日野テルマサ(tp)バンド、ハ
リー・アレン(sax)、ハワード・アルデン(g)、古谷充
(sax)、岸ミツアキ(pf)、多田誠司(as)、金澤英明(b)、藤山
E.T.英一朗(dr)、川嶋哲郎(sax)、石井彰(pf)、安ヵ川大樹
(b)、山北健一(dr)、中村真(pf)、吉岡大輔(dr)、古谷光広
(sax)、小柳淳子(vo) ほか国内外のミュージシャン200組以
上1000名以上が参加予定 (順不同敬称略)
　昨年度冬学期のJazz Class履修者＋助っ人で出演する予定
です。5/3午後３時より、阪急高槻市駅前噴水前広場のステー
ジです。詳しいことは、http://www.0726.com/jazz/に、
「高槻Jazz Street」のウエッブ･ページがありますので、覗
いてみてください。

3000mで好成績を残しました。＜記録＞永田悠太(SIS9)10分
21秒、花光照宗(SIS8)10分32秒
■武庫川ロード記録会

　４月13日（日）武庫川河川敷公園で行なわれ、４名が完走
しました。＜結果＞５km女子２位長みさき(SIS卒)３位新見
まゆ子(SIS9)男子３位永田悠太(SIS9)10km男子６位馬場博
史（教員）
■吹田市長杯陸上競技大会

　４月20日（日）吹田市総合運動場で行われ、SIS９年の永
田悠太君が3000mで公式大会での学園記録を更新しました。
＜記録＞3000m永田悠太(SIS9)10分16秒、長みさき(SIS卒)
13分08秒、1500m花光照宗(SIS8)５分04秒、奥村悠(SIS9)５
分35秒
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　千里国際学園中等部・高等部
(SIS)ではこの広報誌"インターカル
チュア"が発行されていますが、併
設の大阪インターナショナルスクー
ル(OIS)では毎週金曜日に"Educa-
tor"が発行されています。
　ここでは"Educator"の記事の中
で、OISの様子がよく分かるものや
SISと関連する話題等をセレクトして
掲載しています。

A  s e l e c t i o n  f r o m  O I S  w e e k l y  " E d u c a t o r "A  s e l e c t i o n  f r o m  O I S  w e e k l y  " E d u c a t o r "A  s e l e c t i o n  f r o m  O I S  w e e k l y  " E d u c a t o r "A  s e l e c t i o n  f r o m  O I S  w e e k l y  " E d u c a t o r "A  s e l e c t i o n  f r o m  O I S  w e e k l y  " E d u c a t o r "

Academic Success
Karin Caffin
OIS Head

In March, administrators attended an IB
meeting at Yokohama International School.
The Director of the Asia Pacific Region, Dr.
Helen Drennan, was at the meeting and
updated us on developments in the region
and around the world. Worldwide there are
1650 schools in 108 countries that offer the
Diploma Program, the PYP and the MYP.
All three IB programs are being adopted by
national education systems in many
countries around the world. In the Asia
Pacific region, 100 school offer the Diploma
Program, 40 the MYP and 30 the PYP. The
IB Organization has been updating its
publications and many of them are
available on the IBO web-site, and I
encourage you to visit the site at
www.ibo.org

At the meeting we discussed one issue
that all international schools in Japan
encounter, that of the level of English of our
students. It seems that we all have
problems with controlling the amount of
Japanese that is spoken on campus. On
one hand we celebrate the fact that our
students know both Japanese and English,
but on the other hand, we despair because
Japanese becomes the dominant and
preferred language and this is detrimental
to academic performance. Our biggest
challenge at school is how to monitor and
control what language the students use.
Even though we have an 'English only'
policy in classrooms, this can be difficult to
enforce, especially when we have students
who do not seem to be able to, or want to,
take seriously the academic mission of our

school.
During the last few weeks we have been

busy screening new student applicants to
our school. This screening consists of
parent and student interviews, student
background checks, testing and classroom
tryouts for ECP children. We have
accepted some and turned others away.
When we turn students away, the decision
is not made lightly. After the hours of
testing, interviews and discussion, the
admissions committee may have to refuse
entry because of a number of reasons, such
as test results, academic history, social
readiness, English ability and potential
academic success. Sometimes we admit
students because we believe that they
have the potential to succeed, and
sometimes we are right, but other times we
are not. If we allow students to move
through elementary and middle school
without having them take seriously the
need to master the English language or the
need to understand academic rigor, then
we are not helping these students. They
will find it extremely difficult to succeed in
our high school program. There are some
students who find academic work difficult,
but they are motivated, and supported at
home, and work really hard and are able to
achieve a measure of success in our school.
If students are not prepared to work, they
are wasting their own time, teacher and
class time, and the fees their parents have
paid. We face a dilemma at all stages of
schooling when we have to ask students to
withdraw, especially when they end up
'between languages', that is not being
strong enough in English or Japanese to
succeed in either system. Because of this
we try to counsel parents carefully when
they apply to our school, and we try to keep
parents informed about their child's
progress. We do need parent support, with
homework 'monitoring', ensuring that
students get enough sleep and helping
their children understand that school is a
place where academic work is an
expectation. We appreciate the many
parents who do support their children. Our
PYP and MYP curriculum teaches our
students to learn how to learn, to develop

higher order thinking skills and to do
research, but we need the students to take
on board the fact that they are here to learn
and make an effort to succeed. I would like
to ask that parents remind their children
about the use of English at school. I thank
the parents who do take time to read the
Educator, and who support their children.

MIDDLE/HIGH SCHOOL UP-
DATE
Gwyn Underwood
OIS Middle and High School Principal

During the last week of February, I was
invited to visit an international school in
Tokyo to serve as a member of a WASC
visiting committee. The WASC visiting
committees go to all member schools every
3 years to validate their program and give
accreditation to schools that pass certain
criteria.
What is WASC?

The Western Association of Schools
and Colleges (WASC) is one of six non-
profit US based regional associations that
accredit public and private schools in the
US, pacific and Asia. It was formed in 1962,
and accredits education institutions.
What does accreditation mean and why do

it?

Accreditation is a voluntary process for
international schools, and is ultimately a
means a school uses to develop and
maintain a verifiable high quality of
education. That is, in addition to proving a
school has met established criteria or
standards and is achieving its own stated
objectives, the process helps to provide a
framework for schools to self evaluate and
develop improvement plans.
How does WASC accredit a school?

A school is evaluated on the degree to
which it is accomplishing its purposes and
functions, and on the appropriateness of
those purposes and functions for an
institution of its type. To qualify for
accreditation, a school must give evidence
of adequately meeting the following
criteria:

1. Organization for Student Learning:
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School Purpose, Governance, School
Leadership, Staff, School Environment,
Report Student Progress, School
Improvement Process

2. Curriculum and Instruction: What
Students Learn, How Students Learn, How
Assessment is Used

3. Support for Student Personal and
A c a d e m i c  G r o w t h :  S t u d e n t
Connectedness, Parent/Community
Involvement

4. Resource Management and
Development: Resources, Resource
Planning

After an accreditation visit, the visiting
committee writes up recommendations for
the school to address in their action plans,
and then follows up on these
recommendations in the mid-term visit. At
OIS, we have a SIP (School Improvement
Process) that acts as our action plan, a
WASC coordinator (Mr. Searle) to
coordinate the process and a SIP
committee to help address these areas with
the faculty and stakeholders. Please look at
http://www.acswasc.org/ for more details
about WASC. We will be getting more
information to regarding this visit you later
on this year.

Elementary Update
Rod Adam
OIS Elementary School Principal

Boys Will Be Boys!

"What's the matter with my son?"
" Why is he an underachiever in school?"
"Why are boys so violent?" "Why won't
boys talk to adults?"

Educators and parents are engaged in
discussions about the way we raise and
educate boys. Statistics point to an
alarming number of young boys,
especially, at high risk for suicide, alcohol
and drug abuse, violence, and loneliness.
They are four times more likely than girls to
be sent to a school psychologist; they are
diagnosed with 60 - 80% of learning
disorders. Their areas of strength, physical
activity and visual-spatial perception, are
not as important as verbal skills in the

feminine, quiet, word-dominated
environment of schools. Because boys do
not do as well in school as girls, from
elementary school through college, they
are at risk for concluding that schools don't
work for them and becoming withdrawn
and bitter.

During Spring Break four elementary
faculty members, including myself,
attended a dynamic 2-day workshop with
Dr. Michael Thompson, a consultant,
author and psychologist specializing in
children and families. Dr. Thompson was a
clinical instructor in Psychiatry at the
Harvard Medical School and has been a
consultant to more than two hundred
schools across the United States. He is a
co-author of the New York Times best-
selling book Raising Cain: Protecting the
Emotional Life of Boys (Ballantine Books,
1999).

In Raising Cain, the authors identify the
social and emotional challenges that boys
encounter in school which leave them
hurting - sad, afraid, angry and silent. As
educators and parents, we are urged to
nurture and protect the emotional lives of
boys in these seven ways:

1.  Give boys permission to have an
internal life, approval for the full range of
emotions, and help in developing an
emotional vocabulary so that they may
better understand themselves and
communicate more effectively with others.

2.  Recognize and accept the high
activity level of boys and give them safe
boy places to express it.

3.  Talk to boys in their language - in a
way that honors their pride and their
masculinity. Be direct with them; use them
as consultants and problem solvers.

4.  Teach boys that emotional courage is
courage, and that courage and empathy are
the sources of real strength in life.

5.  Use discipline to build character and
conscience, not enemies.

6.  Model a manhood of emotional
attachment.

7.  Teach boys that there are many ways
to be a man.

Please contact me if you would like a 2-
page description of these seven points, or if

you would like to borrow a copy of the
book Raising Cain.
Rewards versus Recognition

Stickers, trophies, prizes, points, tokens,
grades - all are forms of rewards that
teachers used when we went to school. But
do such premiums work?

In the 1970s a movement began when
coaches and physical educators began to
express their discomfort with the negative
effects of organized sports and high-level
competition for young children. Classroom
teachers shared their concern and began to
research effects of educational practices on
the development of both negative and
positive self-esteem. During the past 15
years, we were influenced by growing
bodies of knowledge about the processes
of learning. Information about
constructivist learning theory, multiple
intelligence, the conditions for learning,
and brain-based teaching influenced our
classroom organization and management.
We became increasingly aware that, while
educational practices such as awards and
rewards may have served a purpose at one
time, these same practices no longer
seemed useful or wise.

Research confirms what we had
learned. Rewards can hinder students from
developing a positive self esteem, working
successfully with others, taking risks and
taking responsibility. Above all, rewards
interfere with learning.

At OIS elementary school, we know
that students, like others, need to be
acknowledged for whom they are and what
they achieve. Teachers work with students
to plan opportunities for recognition. The
word recognition, based on the Latin root
cognoscere, "to know," is defined as "to
notice". We try to validate, acknowledge,
honor, and support student learning.
Recognition might include:

* partners giving each other specific
feedback on a project

* students keeping personal records of
the books they have read

* teachers providing specific feedback
on student projects

* students collecting and presenting
portfolios to parents
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保護者会だより

第10回定例会報告
３月７日（金）13時より会議室にて

（運営委員会より）

１）新しい運営委員が各学年１人ずつ
決まりました。（新７年生以外）
２）保護者会室のコピー機を解約。
３）学校から保護者宛てのプリント類
が届いていない事があるので、確実に
保護者に届く方法を検討中。
（今後の予定）

３月：各委員会は総会資料を作成し、
書記へ渡す。
４月：臨時定例会として、総会資料の
チェック及び新旧役員顔合わせ。
５月：総会
　各委員会、各学年とも今年度の活動
がほぼ終了し、１年を振り返っての反
省や新年度への提案についての話し合
いがありました。学校からのプリント
類が確実に保護者に届く方法として、
希望者に郵送、パソコンメール等を利
用してはどうかとの意見が出ました。
また予算の使い方の再確認や残った予
算をどうするか、その他新年度での新
しい活動についての提案などいろいろ
な意見の交換が行われました。

一年を振り返って
2002年度保護者会報告

運営委員長　井上正美

　年度始めにお知らせしました３点の
結果についてご報告します。
（1）現状にあったシステムに見直す。
以前は定例会に学年委員全員が出席し
ていましたが、クラス数の増加により
50数名での会議となり機能するのが難
しい状態でした。今年度は各委員会の
委員長　副委員長　学年代表　運営委
員の24名としてみました。その結果、
活発な議論が交わされ充実した会議と
なりました。
（2）できるだけたくさんの保護者の方
に参加していただく。いままではコン
サートなどの飲み物のサービス・APAC
の食事の提供など学校行事をサポート
する活動をボランテイア委員のみでお

ご応募をいただき、充実した会になり
ました。この頃には、お互いの信頼感
も生まれ楽しい委員会になってきまし
た。第３回目の「タイ料理講習会」今
までの経験と反省をもとに、少し余裕
を持ちながら準備を進める事が出来ま
した。この１年は私達にとって、人と
人との輪の広がりを感じることのでき
る、とても充実したものになったと感
謝しております。また、この１年の活
動を支えてくださった先生方、職員の
皆様、保護者の皆様、そして快く講師
を引き受けて下さった保護者の皆様の
ご協力とご支援に、この場をお借りい
たしまして心より感謝いたします。あ
りがとうございました。
ボランティア委員会　堂腰清美

　千里国際学園にお世話になって７年
目の'02年度　初めてSISの「ボラン
ティア」を経験させて頂きました。近
年（注：'02年度は除く）はあまり「ボ
ランティア募集」のお便りを見る事が
無かったのですが、卒業した長男が通
い始めた頃は、しばしば「ボランティ
ア募集」のお便りを頂いたような記憶
があります。その頃は、遠距離通学
（京都市より）であること、下の子が
小さかった（２歳）ことを理由に、
「ボランティアって何をするんだろ
う？」「私のように学校に不慣れで不
器用な者が参加させていただいてもお
邪魔になるだけだ」なんて勝手に考え
て、全くお手伝いをさせていただくこ
となく過ごしてきました。
　'02年度「ボランティア委員」をお引
き受けする事になり、APACを始めとす
る学校の様々なイヴェントでティ・
サービスや食事の用意を経験させて頂
く機会を得ました。昨年度はイヴェン
トが多かった上にボランティア委員の
人数が少なく、保護者の皆様からのボ
ランティアを募らせていただいたので
すが、本当に大勢の保護者の皆さん
が、気軽にお手伝いに来てくださり、
とても嬉しく思うとともに過去の自分
のいい加減さを大いに反省したもので

こなっていましたが、今年度は委員が
企画を立て保護者の方のボランテイア
を募って参加していただく形にしまし
た。異なった学年の方々と知り合え、
情報交換できる良い場となったのでは
ないでしょうか。また、たくさんの方
のお手伝いや、美味しいお菓子の寄付
をいただき大変ありがとうございまし
た。
（3）保護者の声を反映できるようにす
る。パイプ役として学年代表を新設し
ました。しかし、従来通り学年委員全
員が仕事をする方がよりスムーズにい
くという事になり今年度で廃止するこ
とになりました。
　以上のように試行錯誤の１年間でし
たが、温かく見守りご協力いただきま
して本当にありがとうございました。
のびのびと楽しく活動することができ
ました。これからもよろしくお願いし
ます。
運営委員会　黒田佳津子

　あっという間に過ぎた１年でした。
（平凡な言い方ですが、これ、痛感し
ています。）多くの人たちとお知り合
いになれ、また、SISの委員の活動、
OISとの関係なども十分に知ることがで
きました。子供たちが毎日過ごしてい
るこの学校が、学校へ足を運ぶことに
よって、又、定例会に出ることによっ
て、親にとってさらに身近なものにな
ることだと思いました。
　この１年、さまざまな方面からサ
ポートして下さった皆様、本当にあり
がとうございました。
フォーラム委員会　保城早苗

　フォーラム委員になった当初、私達
６人は全くの手探り状態でのスタート
でした。お互い知らぬ者同士、期待と
不安の入り混じった気持ちを抱えなが
ら、何度もミーティングを重ねた第１
回目の体験講座「能楽おもしろゼミ
ナール」。参加して下さった方たち一
人一人にお礼を言いたい気持ちでいっ
ぱいになりました。第２回目の講習会
「お正月飾りのクラフト」多くの方の
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した。
　ボランティアのお仕事の内容は、子
どもたちとそのお世話を下さる先生方
の食事やスナック準備です。和気藹々
とおしゃべりしながらの作業です。学
年を越えたお母さんたちとのおしゃべ
りは楽しくて、貴重なもの。お得意料
理のこつを教えて頂いたり、学校や子
どもたちの様々な情報を得たりするこ
とができました。また昨年度は、私が
イジイジ尻込みをしていた時代に当た
る７年生のお母さんたちのご参加が多
くて、本当に頭の下がる思いでした。
　私と同様、興味があるけれども　
ちょっと不安でボランティアに手が上
がらない保護者の皆さん。ボランティ
アはやってみると、楽しくて得るとこ
ろいっぱい。その上感謝されるお得な
もの。やれる範囲でやれるところだけ
やるのがボランティアですから、ぜひ
お気軽に参加していただいて、学校の
ため子どもたちの喜びのために、少し
の時間を分けていただければと思いま
す。委員をお引き受けして、本当によ
い体験をさせていただきました。あり
がとうございました。　
ネットワーク委員会

　２月28日新旧地域リーダー懇親会
（参加44名）を行いました。地域の人
数が少なく新顔が欲しい、人数が多
く、連絡や場所の確保が大変、できる
だけ親睦がはかれるような工夫など、
リーダーの皆様のご苦労がうかがえま
した。しかし縦の関係ができてよい、
色々の情報源として活用、地域の親睦
がはかれる等、当委員会が地域のネッ
トワーク作りに役立っていることを直
接リーダーから聞くことができ嬉しく
思いました。
　本年度の活動目標を①できるだけ多
くの地域で親睦会を開いてもらい、会
員相互の親睦に役立つ。②学校や運営
委員会のパイプ役として親睦会で出た
要望、意見を伝えるべきところに伝え
るの２点におきました。②については
随時インターカルチャーに御報告させ
ていただきましたが①については地域

リーダーをはじめ多くの皆様のご協力
のおかげで表のような活動結果をお伝
えできますことを感謝いたします。
　家庭数の計算では複数回親睦会をし
た地域では出席された家庭を一度だけ
数えました。ご夫婦で出席された家庭
も一家庭として扱いました。学年ごと
の計算では兄弟も各在学年で家庭数の
計算と同様に一生徒につき一度だけ数
えました。（小数点以下四捨五入）夫
婦で出席３、OIS１、卒業生保護者12、
入学予定者保護者２、の参加がありま
したことを付記させていただきます。
☆一年を振り返って各委員より一言☆

　親睦会の報告書を読むと肯定的なも
のが多く、ネットワークの仕事への評
価としてうれしく思います。（森阪）
　千里国際学園のネットワークが今後
も発展していって欲しいです。（安
藤）
　この一年間地域のネットワークを通
じて色々な方にお会いでき、色々と楽
しい一年でした。（角本）
　学年を越えたつながりができてよ
かったです。皆さんもネットワーク委
員をやってみてください。（渕口）
　皆様の協力を得て、楽しい仲間と仕
事ができ充実した一年でした。（福
井）
　０っとり、０まか、０もしろい、０
んならしい（！？）０型群団の今年の
ネットワーク委員会でした。「こんな
委員会いらんちゃうの？」と言ってた
４月から「なんたってネットワーク
よ！！！」と言うまで進化させていた
だきました。お会いできた多くの
方々、また、直接は知らなくてもご協
力くださったもっと多くの皆様、あり
がとうございました。（リース）
広報委員会

　今年度の広報は、例年の委員会活動
に加えて、生徒・保護者共々最も関心
あるであろう(？)大学に焦点をあて
「シリーズ『大学』ってどんなと
こ？」と称して掲載してまいりまし
た。第一回の立命館大学の巻に始ま
り、今回の外国語大学の巻まで、イン
タビューにご協力いただいた卒業生の
みなさんに改めて感謝します。毎回ど
の方も心のこもった説得力のある回答
で思い上がったところもなく、希望を
もって生活しておられ、自分の子供で

あるかのように誇らしく思ったもので
す。みなさんもそう感じられたのでは
ないでしょうか？このシリーズにあた
り、池田先生、並びに栗原先生にお世
話になりました。有り難うございまし
た。
　私達広報も各々家庭の事情・仕事等
多忙の中での活動でしたが、メンバー
同志のあたたかいフォローと文明の利
器PCのおかげで、一年間やりとげるこ
とができたと思います。ご苦労様でし
た。そして、そして、最後になりまし
たが、毎回編集して下さっている馬場
先生、大変お世話になり有り難うござ
いました。
７年生学年代表　岩本つうこ

　期待と不安で迎えた７年生も、驚く
べき早さで過ぎてしまいました。保護
者の交流を深めるために催しました保
護者親睦会にも多数御参加頂きまし
た。又、インターナショナルフェアに
於いては沢山の方の御協力を得て、お
父様方の参加も多く、和気藹々と楽し
い時間を持てた事をとても意義深く嬉
しく思いました。７年生のこの「一致
団結」のパワーを８年生に繋げればと
思います。何も判らず、お引き受けし
ました役員でしたが、皆様のおかげで
無事終われました事を感謝致します。
本当にありがとうございました。
８年生学年代表　浅芝安里

　２月19日，第３回親睦会を開きまし
た。 今回は梅田のホテルにて昼食をと
りながらの会合としました。クラスの
枠をこえた歓談のひとときとなりまし
た。この日を含めて合計３回の親睦会
（６月，10月，２月）を開きました。
何かと難しい年齢といわれる８学年の
子どもたちについて，担任の先生方，
栗原先生，そして校長先生にいろいろ
お話をうかがいました。普段，学校で
の子どもたちの様子がわからない保護
者たちにとって，こうした会合は良い
機会であるという声が出ていました。
また，これは８学年に限ったことでは
ないのですが，生徒をとおしての学校
からの各家庭への配布物が保護者に届
きにくいという現状があります。その
ため，保護者会関係のお知らせはたい
てい電話またはファックスを使ってい
ますが，全ての家庭にはやく，また正

活動結果
親睦会開催地区　　　96％

家庭数 ７年 ８年 ９年 10年 11年 12年
S IS 385 54 70 55 81 65 83
親睦会
出席数 237 39 46 31 54 45 38
出席率％ 62 72 66 56 67 69 46 （次ページ★に続く）
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確に伝えるという点に関し問題があり
ます。伝える側としては，各家庭で生
徒から保護者にスムーズに配布物が渡
されていれば済むことなのに，と思わ
ずにはいられません。今後，改善して
いかなくてはならない問題ではないで
しょうか。
９年生学年代表　信原洋子

　月並みですが、「あっ」と言う間に
過ぎた一年間でした。委員を経験して
みて、様々な行事に多くの保護者の方
が、快くお手伝いを引き受けて下さる
姿に接して、あらためてお手伝いの方
の「ありがたさ」を感じました。３月
11日の「謝恩会」におきましても
保護者会、お手伝い下さった他学年の
保護者の皆様、９年生の保護者の皆様
のお力により和やかなうちに無事終え
ることができました。色々な方に支え
られ、無事に委員を終えることができ
ましたこと、感謝申し上げます。
10年生学年代表　柴田映子

　６月と10月に学年の懇親会、マー
ボー丼と黒真珠ドリンクの試食・試飲
会、インターナショナルフェアーへの
出店と進路説明会、そして最後は３月
にお父さん方にも参加して頂いた日曜

夜の懇親会。最初はどうしようか？何
をしようか？と不安ばかりでしたが、
保護者の皆様、先生方、学年委員の
方々のご協力でどうにか無事に終了す
ることができました。保護者の皆様に
は、学校やインターナショナルフェ
アーへのボランティア参加で多大なご
協力を頂き誠に有難うございました。
今回、委員をやらせて頂いたことで多
くの保護者の方々や委員の皆様とつな
がりがもてたことを嬉しく思います。
また、子供が高校生にもなると、なか
なか学校に足を運ぶことが少なくなり
がちですが、今回はいろいろな行事に
参加でき、学校の１年が理解できた様
な気がします。本当に貴重な経験をさ
せてもらったと思います。今後も学校
やPTAの行事に出来るだけ参加していこ
うと思います。本当に1年間有難うござ
いました。
11年生学年代表　植村仁美

　11年生保護者会は、５月30日親睦
会、６月20日進路説明会、10月10日及
び11月14日インターナショナルフェア
のクラフト作り、２月26日フラワーア
レンジメントと、5回の学年懇親会をし
ました。どの会にもたくさんの方々の

シリーズ「大学」ってどんなとこ？

ご参加をいただき、有り難うございま
した。学年途中での転入の方もいらっ
しゃり、皆様が参加していただけるよ
うに配慮したつもりでしたが、至らな
い点はお許し下さい。
　11年生の悲しい思い出として忘れる
ことのできないことは、９月５日に長
谷彩さんが亡くなられたことです。本
当に悲しいことでした。長谷さんが友
達にいつまでも家に寄って欲しいとい
われ、子供達は時々お邪魔していま
す。彩さんはずっと子供達の心の中に
生きていくことでしょう。
12年学年代表　堀　教子

　子供達の卒業と共に、私たちも保護
者会を卒業です。沢山の出会いや情報
交換、etc...　保護者会を通じて得た
ものは、私達にとって大切なものとな
りました。
　これまでの皆様のご協力に感謝いた
しますと共に、これからのご活躍をお
祈りしております。何かお手伝いでき
ることがあれば、いつでも声を掛けて
下さいね。待っています。
　先生方、学校関係者の方々、保護者
の皆様、そして子供たち、本当に有難
うございました。

（前ページ★の続き）

第６回外国語大学の巻
■I.A.さん　神戸市外国語大学イスパニア

学科２回生

Ｑ．志望理由は？
Ａ．私がこの大学を選んだ理由は、今
まで慣れ親しんだ英語以外の語学を学
んでみたかったからです。特定の言語
を選ばず、英語以外で興味が持てた言
語がある関西の私立・国立・公立の大
学を範囲に受験し、合格した大学の中
から一番興味が持てたこのイスパニア
学科にしました。
Ｑ．受験方法は？また勉強法は？
Ａ．受験方法は、一般試験の前期を受
けました。他の私立は公募制推薦で受
けて１校をキープしていました。前期
試験の内容は英語の和訳や英作文な
ど、科目は英語のみだったので、少し
安心していたのですが、センター試験

が１番の難題だったので、高２になる
直前の春休みから、少人数制の予備校
に通ったことは、先生の目も行き届い
たので良かったと思います。特に英語
は、予備校に入ってから、千里国際の
授業で使う英語だけでは受験の英語試
験に乗り切れないと解ったので助かり
ました。資格として英検準１級を持っ
ていましたが、公募制推薦の書類にし
か生かせる機会がありませんでした。
Ｑ．大学生活は？
Ａ．大学生活には満足しています。周
りの人達が真面目で勉強家が多いの
で、のんびりしている私にとって、良
い刺激になっています。勉強してない
と語学はすぐ差がひらくので怖いとこ
ろもありますが、大学自体は千里国際
より生徒数が少し多いぐらいの規模な
ので落ち着く環境です。日本の様々な

地方から来ている人達で一杯なので、
地方の話などで盛り上がったりと、と
ても面白いです。ただ、外国語大学な
のに、外国人留学生を見かけないの
で、校内に外国の方がいると周りがざ
わめくのは、どうかとも思いますが。
Ｑ．在学中の資格取得については？
Ａ．現在、部活もアルバイトもしてい
ない状況なので、２回生になってから
通関士やパソコンの資格を取るための
スクールに通おうかと考えています。
この大学は、英会話を授業でする機会
が、ものすごく少ないので英会話の学
校に通うことも考えています。就職活
動中の先輩などの話を聞いて、早いう
ちに資格を取ろうとしている人達がこ
こでは多いです。
Ｑ．将来、目指している職業は？
Ａ．将来については、まだ模索中で
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す。外国語を習っているから、外国語
の専門職、と言う風に偏らずに、在学
中に色々な経験をして視野を広げてか
ら、なりたい職業を決めるつもりで
す。
Ｑ．ストレス解消法は？
Ａ．音楽を聴いたり、おいしい物を食
べたり、友達と遊んだりしてストレス
解消しています。
在校生に一言
　自分の将来に沿って大学を選ぶ人も
多いと思いますが、特にこれと今決
まっていない人は、自分の興味のある
もので大学を選ぶ手もあるので、あま
り、大学＝自分の将来の職業、と思わ
なくてもいいと思います。私が大学を
選ぶ時、周りの友達が自分の夢へのス
テップとして大学を選んでいて、自分
にはそのような目標がなかったので、
少し焦ったりもしました。特に目的も
なく、ただ大学に入るのは否定的なイ
メージが私にはあったので。でも、大
学に入ってから自分のやりたいことを
見つけることは、決して恥ずかしいこ
とじゃないと思うので、もし迷ってい
る人は、この手も選択の一つに加えて
みることをお勧めします。あと、私が
後悔していることなのですが、ＳＩＳ
にいる時に偏った授業の取り方をせず

に、文系も理系もバランスよく取った
方が視野が広がるので、理数が苦手だ
からといって、数学や化学を避けない
方がプラスになると思います。数学を
避けてきた私は、今、苦労していま
す。
大学に入学して感じたこと
　大学に入って驚いたことは、かなり
多くの人が高校の間に海外留学をして
いたことです。中学も高校も千里国際
にいた私は、他の学校でそんなに留学
を経験している人達がいるとは思いま
せんでした。千里国際で毎日英語に触
れ合っていたから、外国語大学では、
他校から来た人よりも有利になるのか
と言えば、そんなことはないです。む
しろ、帰国子女の私よりも高校で１年
間留学していた人の方が英語がうま
い！
■N.Y.さん　関西外国語大学国際言語学

部国際言語コミュニケーション学科４回生

ビジネスコミュニケーション専攻（他
にドイツ語フランス語中国語専攻があ
ります)
Ｑ．志望理由は？
Ａ．私は高校の時は、色々な職業につ
きたいと考えていました。例えば、日
本語教員、通訳、ツアーコンダク
ター、フライトアテンダント、保育士

などです。そこで、自分のなりたい職
業に共通して必要なものは何かと考え
た結果、これからは語学が必要だと考
え、関西外大に行く事に決めました。
そして、日本語教員の養成過程があっ
たのも志望した理由の一つです。生徒
数が少ない事と外国の人と接する機会
が多いこと（実際はそうでもない）も
理由に挙げられます。
Ｑ．勉強法、また受験資格は？
Ａ．私は、指定校推薦で入学しまし
た。内容は書類と簡単な面接だけでし
た。資格は、英検と国連英検をもって
いましたが、受験には直接関係なかっ
たように思います。指定校を考える前
までは、一般入試で入る事を考えてい
たので塾（予備校）にも、一応通って
いました。
Ｑ．大学生活はどうですか？
Ａ．今は、自分の大学生活にとても満
足しています。関西外大の国際言語コ
ミュニケーション学科は、とてもSISと
似ているところがあり、とても大学と
は感じさせないような雰囲気です。ク
ラスも一クラス30人程度で、少ない授
業だと、５人程度のときもあります。
クラスの中でも、生徒が発言する場が
多く、SISと同じように参加型の授業が
ほとんどです。よって、成績もほかの
大学のようにテストのみで決められる
ことなく、授業の参加態度や、出席
点、レポートなど色々な面から評価さ
れます。1・２回生はとても過密スケ
ジュール（人にもよる）でしたが、授
業が楽しいため、片道２時間の通学時
間も苦になりませんでした。しかし、
思ったよりも英語の授業が少なかった
ことと学内にいる外国の生徒と先生の
数がすくなかったことから、英会話ス
クールには一回生から通っています。
部活にも所属しています。文化系なの
で、部活に時間を取られる事はほとん
どありません。アルバイトは、USJと梅
田の映画館でしています。アルバイト
もとても楽しんでいます。厳しい面も
ありますが、将来社会に出て行くため
の一経験として、自分の成長へつなげ
たいと考えています。
Ｑ．将来目指している職業は？
Ａ．この三年間色々と考えた結果将来
は航空関係の仕事につきたいと考えて
います。今、ちょうど就職活動の時期

総会のお知らせ

　2003年総会を下記のとおり、開催します。必ずご出席
ください。

日時：　５月20日（火）　１時より
場所：　シアター

　やむを得ずご欠席される場合は、委任状を下記の場所
へご提出ください。

締切日：５月15日（木）
場所　：インフォメーションセンター横、
　　　　保護者会ボックス

　よろしくお願いします。



31

I N T E R C U L T U R E 　 　 M A Y  2 0 0 3  N o . 8 7

にあり、この仕事は厳しい門であるた
め、一般企業も受けています。将来的
にはボランティアとして、日本語教員
をしたいと思っています。
Ｑ．好きな事(ストレス解消法）は何で
すか？
Ａ．通学時間を利用して、読書をして
います。不思議な事に高校時代好きで
なかった事も、環境が変わると好きに
なってしまうこともあるのですね。あ
とは、おいしいものを食べに行く事で
す。ストレスがたまるとついつい、
行っちゃえってなってしまいます。
在校生に一言
在校生の方、受験、頑張ってください
ね。もし、行くところがなければ関西
外大へ来てください。もし自分の思い
通りに行かなくても、大学へ入ってか
ら自分で変えて行けばいいと思いま
す。大学を選ぶより、大学で何がした
いか考えてくださいね。でも、SISでし
かできないことを思いっきり楽しんで
くださいね。もし何か聞きたいことが
あればいつでも聞いてくださいね。SIS
の頃には教育環境の良さはとても感じ
ました。私は、もともと一般生だった
こともあってか、周りの友達とも馴染
めましたし、雰囲気にも比較的早く馴
染むことが出来ました。大学では同じ
ものを目指している友達が多いので、
より仲良くなります。
正直言って、英語力はSISでは、おちこ
ぼれでしたが（笑）大学へ入って他の
生徒達と比べてみると、優れていまし
た。高校の時に色々な経験をさせても
らったことはいつも友達に自慢し、羨
ましがられています。やっぱり、SISで
出来た友達は一生の宝物です。何かあ
るとすぐにメールや電話で連絡してし
まいます。少なくても半年に一回はみ
んなで会って、昔の話で盛り上がって
います。そして、同じ経験をもつもの
にしか分からないこともあって、よく
相談にものってもらっています。本当
にいろいろなものをSISでは得ることが
出来ました。
■O.M.さん　大阪外国語大学地域文化学

部ポルトガル学科１回生

Ｑ．志望理由は？
Ａ．３カ国目が話せるようになりた
かった。将来、やりたい職業のため
に、外国語をしっかり身につけられる

大学に入りたかったから。
Ｑ．受験方法は？資格は何か持ってい
ましたか？
Ａ．一般入試（センター試験と２次試
験）（小論文、英語）英検２級までし
か持っていなかった。
Ｑ．勉強法は？
Ａ．夏期講習から予備校に通いだした
のと、通信教育を高２の終わりから始
めた。あと、センター試験までは、各
教科個別に、放課後、学校の先生にみ
てもらっていたのと、２次試験対策も
センター試験後から個別でみてもらっ
ていた。
Ｑ．大学生活での抱負、目標はありま
すか？
Ａ．在学中に英語の力（TOEFUL、英
検、通検）は、伸ばしておきたいと
思っている。バイトはSISのJFKのSat-
urday Schoolをします。
Ｑ．将来、目指している職業は？
Ａ．語学とスポーツ両方に関連する職
業。スポーツ会社や、大会運営などの
場で通訳など語学を生かしたポジショ
ンで働きたい。
Ｑ．ストレス解消法は？
Ａ．運動、友達に会う。
Ｑ．在校生に一言
Ａ．受験勉強、精神的におかしくなり
そうな時もあるけど、「この時期を乗
り越えて、ハッピーな結果を得るん
だ！」と信じて、頑張れ！
Ｑ．ＳＩＳ卒業生で良かったと実感し
たことはありますか？
Ａ．ものすごくある。普通の学校に
行っていたら、今、自分の持っている
考え方とかできなかったと思う。海外
に視野を向けている人も多いし、学校
自体は小さいけど、考え方の広い学校
だと思う。

卒業生アンケート参加者の感想

・お話を聞いて私も色々と勉強させて
頂き、とても良い機会だったと思いま
す。
・お役に立てたようで大変光栄です。
・何かみなさんのお役に立てるような
話しは出来ましたでしょうか？
・また何かと質問がありましたら、い
つでも聞いてください。
・SISの役にたてるなら、できるだけの
事はしたいと思いますので、また何か

あればお申し付けください。
・母校SISの後輩の為ならよろこんで協
力させていただきます。更なる千里国
際学園の生徒の飛躍にぜひぜひ協力さ
せてください。
・私のほうも、このアンケートがいろ
いろ考えるきっかけになりました。あ
とは、これが皆さんの参考になってい
ただけると嬉しいのですが。
・お役に立てることがあったら、声を
かけて下さい。バシバシ使って下さ
い。

アンケート後記

　ご覧のように、卒業生アンケート参
加者の感想で、卒業生の皆さんの後輩
にたいする温かい気持ちが本当に嬉し
く思われます。
　直接インタビューした大学生は、
口々に、「自分たちの時にこういうの
があったら良かったのに…。」といわ
れ、大変嬉しく思ったものです。大学
生のみなさんは、それぞれ忙しい中、
無理をしてでも書いていただける（生
半可に書けない大作が多かったと私に
は、思えます。）このSISが、改めて、
すごい学校だと思います。子供達の学
校で良かったですね。
　６回に渡り、アンケートにご協力い
ただいた卒業生の皆さん、有り難うご
ざいました。また、池田先生・栗原先
生、そして、小野寺さんにもお世話に
なりました。本当に有り難うございま
した。
　皆さんのおかげで、中身の濃い読み
応えのあるシリーズ「大学ってどんな
とこ？」ができました。卒業生の原稿
を読んでいると、興味深くてつい、
「広報の仕事を忘れそう」と言う担当
者もいました。すでに社会に出て各方
面で活躍中の卒業生や大学で頑張って
いるすべての卒業生のいろいろな話を
載せられたら、どんなに素敵だろうと
思いますが…。このシリーズが、少し
でも、皆さんのお役に立てたとすれば
幸いです。
　一年間、読んでいただきまして、有
り難うございました。（A.N.）
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５～６月行事予定５～６月行事予定５～６月行事予定５～６月行事予定５～６月行事予定
月 日 曜
５　15　木 春季リサイタル16:00
　　21　水 第１回学校説明会13:30
　　24　土 学園祭
６　02　月 教員研修日生徒休校
　　06　金 高等部スポーツ表彰式16:00
　　10　火 高等部春季コンサート18:30
　　13　金 OIS高等部卒業式19:00
　　19　木　中等部春季コンサート16:00
　　24　火 SIS編入選考
　　30　月 春学期終了

　千里国際学園は、帰国生徒を中心に一般日本人生徒や日本の教育を希望する外国人生徒も受け入れて日本の普通教育を行う千里国際学

園中等部･高等部 Senri International School (SIS) と、4歳から18歳までの主に外国人児童生徒を対象とする大阪インターナショナルスクー

ル Osaka International School (OIS) とを、同一敷地・校舎内に併設しています。

　両校は一部の授業や学校行事･クラブ活動･生徒会活動等を合同で行っています。チームスポーツはこの２校で１チームを編成しており、

APAC(Asia Pacific Activities Conference)の公式試合や、近隣のインターナショナルスクール、日本の中学･高校との交流試合等に参加し

ています。このため、校内ではインターナショナルスクールの学校系統に合わせて、６年生～８年生(日本の小学６年生～中学３年生春学期)を

ミドルスクール(MS)、９年生～12年生(日本の中学３年生秋学期～高校３年生)をハイスクール(HS)と呼んでいます。

年間発行予定と主な内容　（　）は発行時期

春学期春学期春学期春学期春学期５月号５月号５月号５月号５月号((((( 上旬上旬上旬上旬上旬)))))卒業式、入学式、大学等合格状況

６月号６月号６月号６月号６月号((((( 中旬中旬中旬中旬中旬)))))学園祭、教育実習

秋学期秋学期秋学期秋学期秋学期1 01 01 01 01 0 月号月号月号月号月号((((( 上旬上旬上旬上旬上旬)))))夏の宿泊行事、夏の諸活動報告

1 11 11 11 11 1 月号月号月号月号月号((((( 中旬中旬中旬中旬中旬)))))運動会、玄関コンサート

冬学期冬学期冬学期冬学期冬学期２月号２月号２月号２月号２月号((((( 上旬上旬上旬上旬上旬)))))オールスクールプロダクション、模擬国連

３月号３月号３月号３月号３月号((((( 中旬中旬中旬中旬中旬)))))入試結果、卒業生へ贈る言葉

他に留学報告、スポーツ結果、各種表彰、授業紹介、生徒会・クラブ活動等

Senri International School Foundation (SISF)

Senri International School (SIS)Senri International School (SIS)Senri International School (SIS)Senri International School (SIS)Senri International School (SIS)

Osaka International School (OIS)Osaka International School (OIS)Osaka International School (OIS)Osaka International School (OIS)Osaka International School (OIS)

4-4-16, Onohara-Nishi, Minoh-shi, Osaka 562-0032, JAPAN

TEL 072-727-5050   FAX 072-727-5055

学校法人千里国際学園(SISF)

千里国際学園中等部･高等部(SIS)

大阪インターナショナルスクール(OIS)

〒562-0032 大阪府箕面市小野原西4丁目4番16号

電話072-727-5050   FAX 072-727-5055

編集後記編集後記編集後記編集後記編集後記
　新入生とその保護者の皆さん、こんにちは。SIS広報センターは、インターカルチュアの編集・発行、学園ホーム
ページの作成・更新をはじめ、「研究紀要」等の学園出版物の編集・発行の仕事をしています。井藤先生と２名だ
けの分掌ですが、教材研究やクラブ活動など忙しい中、頑張って次々と仕事をこなしています。インターカルチュ
アの「保護者会だより」のページは保護者会広報委員の方から記事を送っていただいています。前年度の委員の方
のお仕事は今号で終わりですが、「シリーズ「大学」ってどんなとこ？」は、大学の情報を知りたい生徒や保護者
の方にとってとても参考になったと思います。ありがとうございました。（馬場博史）
　雨と雪。寒い日ばかりがつづく３月が終わり、待ってました、の４月。春の到来。桜が咲き始めてからも雨の日
が多かったけれど、その分晴れた日の桜の美しさが際立ち、また、風に流される桜吹雪も一段と美しく思えた春の
はじまりでした。新しい季節、新しい顔、新しい仲間。一番好きな季節です。(井藤真由美)
　インターカルチュアへの記事・ご感想等は、e-mail で hbaba@senri.ed.jp までお送り下さい。インターカルチュ
アはバックナンバーも含めて本学園ホームページ  www.senri.ed.jp/interculture でもご覧いただけます。また学園
ホームページにつきましてのご意見ご感想などは、webmaster-j@senri.ed.jp までお願いします。

編集：SIS広報センター　　保護者会だより記事：保護者会広報委員　　カット：イラストレーションクラブ生徒

学園祭
５月24日（土）10:30-15:00

テーマ　「タイムトラベル」

　模擬店、バザー、野外ステージ等盛りだくさんで
す。周辺住民の方のご迷惑になりますので車での来校
はご遠慮下さい。


